
広報 区の世帯と人口（2月1日現在）

住民登録 前月比

世 帯 数 121,515�（＋26）

人 　 口 202,514�（＋83）
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一般会計
予算案
1,037億円

2年度の予算案が、2月7日から開会している令和2年第1回区議会定例会で審議されています。
予算総額は1,493億868万円で、前年度予算に比べて45億3,065万円（3.1％）の増になりました。
このうち、一般会計は1,037億円で、前年度に比べて42億円（4.2％）の増となっています。
下記のとおり、主な事業を紹介します（金額は千円単位を四捨五入）。※予算額の内訳は3面をご覧ください。

●子育て短期支援／養育支援ヘルパー
	 3,345万円
　児童虐待の未然防止を図り、児童の
健やかな成長を支援するとともに、育
児環境を整備するため、養育を支援す
ることが特に必要な家庭の児童を対象
としたショートステイ事業を実施する。

●多胎児家庭支援／産前産後支援ヘ
ルパー	 644万円
　多胎児の出産・育児をサポートする
パンフレットを作成し、情報提供する。
また、公的機関での手続き等の際にも
ヘルパーが付き添いできるように、多
胎児家庭への外出サポートを充実する。

Ⅰ　子育て・教育・福祉
～健やかな成長と自分らしい生活の実現～

モデル校（小学校）での様子

●小・中学校ICT教育の推進
	 7億9,148万円
　情報活用能力の育成を図るため、 全
小中学校のICT環境を整備し、タブレッ
トパソコン等を活用した授業を実施する。

●国際理解重点教育	 1,838万円
　区立小学校において、東京都教育委
員会が開設した体験型英語学習施設
での校外学習（TGGでミニ留学）や、
区立中学校の希望生徒を対象に英語
体験学習プログラム（English Summer 
School）を実施する。

●（仮称）竜泉二丁目福祉施設整備
95万円

（債務負担行為限度額6億4,039万円〈令和2～4年度〉）

　区立特別養護老人ホーム三ノ輪・蔵
前・千束の再編成を行い、入所定員数
の充実および居住環境の向上を図る。
また、介護予防や認知症高齢者への
支援など、高齢者福祉施策の充実を図
り、高齢者が住み慣れた地域で安心し
て暮らせる体制を構築する。

「ふたごちゃん、みつごちゃん集まれ！交流会」の様子

●まちづくり推進
　台東区都市計画マスタープランをも
とに、多くの人々にとって魅力ある、
個性豊かなまちづくりを推進する。
上野地区まちづくり推進	 2,800万円
東上野四・五丁目地区まちづくり推進
	 3,531万円
北部地区まちづくり推進	 1,875万円
谷中地区まちづくり推進	 2,299万円
浅草地区まちづくり検討	 2,268万円
鶯谷駅周辺まちづくり検討	 814万円

Ⅱ　まちづくり
～地域特性を活かしたまちづくり～

●災害対策に係る充実	 4億665万円
　被災者支援等の充実を図るため、
避難所等の蓄電池を増設するととも
に、防災情報収集カメラの増設等によ
る災害対策本部体制の強化を図る。ま
た、自助・共助の取り組みをより一層
進めるため、水害ハザードマップ等を
改定し、全戸配布を行う。

Ⅲ　災害対策
～区民や来街者の生命・財産を守る～

●（仮称）江戸たいとうショップ
	 2,613万円
　本区を訪れる外国人観光客を主な
ターゲットとして、皮革関連製品をはじ
めとするファッション雑貨等を販売・情
報発 信する「（仮称）江 戸たいとう
ショップ」 を花川戸一丁目施設（旧浅草
保健相談センター）に開設する。

●海外プロモーション推進	1,446万円
　海外展開を目指す企業を支援するた
め、タイ（バンコク）で行われる国際
展示 会に台東区
ブースを出展する
とともに、タイの
現地バイヤー等を
台東区に招致し、
区内事 業 者との
商談や意見交換
の場を設ける。

Ⅳ　産業
～まちの活力を生み出す産業振興～

地震が起きた時に頭を守るシェイクアウト訓練
（総合防災訓練）の様子

●江戸をたずねる	 83万円
　「クリエイト！江戸　活かす」をテー
マに、地域に根付く江戸に関連するイ
ベントや文化財に焦点を当て、区内の
文化資源を活かしたトークセッション
やガイドツアーを実施する。

Ⅴ　文化・観光
～輝きを放つ文化・観光資源～

●墨田区との連携推進	 208万円
　台東区の浅草二天門防災船着場と
墨田区の北十間川の（仮称）小梅橋船
着場間に船を運航する「(仮称)渡し舟
クルージングイベント」を両区が連携
して実施する。

浅草二天門防災船着場

●（仮称）2020台東区コレクション展
	 1,695万円
　東京藝術大学の協力を得て、東京藝
術大学大学美術館において、「台東区長
賞」授与作品を一挙に鑑賞できる「（仮称）
2020台東区コレクション展」を開催する。

●聖火リレー	 5,000万円
　東京2020オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会において、区内での聖火リ
レーの実施が予定されている。オリン
ピックでは、聖火を第一走者のトーチへ
点火する出発式等を実施する。パラリ
ンピックでは、区有施設において聖火の
展示等を行う聖火ビジットを実施する。

Ⅵ　東京2020大会
～大会の成功へ向けて～

●コミュニティライブサイト	5,000万円
　大会では、本区にゆかりのある選手
の活躍が期待されている。そこで、競
技中継を通じて選手を応援できる、 区
主催のコミュニティライブサイトを生涯
学習センター1階アトリウムで実施する。

●「生誕」像の設置	 1,384万円
　東京で再びオリンピック・パラリン
ピック競技大会が開催されることを記
念し、昭和39（1964）年上野公園入
口前に建設された生誕噴水塔のシンボ
ルであった「生誕」像（名誉区民 彫刻
家 朝倉文夫作） を当時の設置場所に
近い下町風俗資料館脇（上野公園内）
に設置する。

●アスリートから学ぶLet's Enjoyス
ポーツ	 1,141万円
　大会100日前イベントとして、トップ
アスリートを招

しょう

聘
へ い

し、“ホンモノ”のス
ポーツの素晴らしさを感じてもらうと
ともに競技種目の体験会を実施する。

●おもてなしの人づくり	 469万円
　外国人観光客に対するマナー啓発の
強化のため、区内の観光関係団体等
と協力し、 啓発ポスター掲示や包装紙
へのポイ捨て禁止シール貼付等によ
る、マナー啓発キャンペーンを実施す
る。また、民間事業者等のトイレを観
光客等が利用できるよう、一般開放の
協力を依頼する。

●花の心プロジェクト	 1億5,700万円
　大会の開催にあわせ、新たに浅草文
化観光センターおよび区内の鉄道駅等
における花の装飾や、隅田公園リバー
サイドギャラリーにおいて、江戸から
現代へとつながる花に関する文化をイ
メージした展示を行うなど、花による
おもてなしを行う。

●障害者スポーツ普及促進	 782万円
　区民の障害者スポーツへの関心を高
め、 共生社会の実現を目指すととも
に、 パラリンピック競技大会の機運醸
成を図るため、正式種目であるボッ
チャの交流大会を開催する。

●東京オリンピック・パラリンピック
大会推進	 4,077万円
　大会開催に向け、循環バスめぐりん
の車体にラッピングを実施する。また、
大会の記憶となるレガシーとして、銘
板を区内2か所に設置する。

ボッチャ体験会の様子

●障害者アーツ	 421万円
　障害の有無にかかわらず、だれもが
文化・芸術に触れることのできる機会
を充実するため、 美術および音楽分野
のイベントを実施する。

令和2年度予算案がまとまりました

昨年の展示会の様子
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に
、
浅
草
１
丁
目
や
谷
中
３
丁
目
の
区

道
に
つ
い
て
、
無
電
柱
化
の
整
備
に
向

け
た
予
備
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

令
和
２
年
度

予
算
案
に
つ
い
て

　
本
区
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
で
は
、

特
別
区
民
税
が
増
と
な
る
も
の
の
、
特

別
区
交
付
金
は
、
地
方
税
を
国
税
化
し

て
再
配
分
す
る
不
合
理
な
税
制
改
正
に

よ
っ
て
減
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
そ

の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
に
よ
り
大
き
く
減

収
と
な
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
子
育
て
支
援
の

充
実
や
待
機
児
童
対
策
、
教
育
環
境
の

整
備
、
高
齢
者
・
障
害
者
に
係
る
サ
ー

ビ
ス
と
施
設
の
充
実
、
低
所
得
者
へ
の

支
援
、
災
害
対
策
の
強
化
、
区
有
施
設

の
保
全
や
長
寿
命
化
へ
の
対
応
な
ど
、

様さ
ま
ざ
ま々

な
行
政
需
要
が
増
大
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
よ
り
一
層
の
健
全
な
財

政
運
営
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
予
算

編
成
方
針
会
議
」
に
お
い
て
、
区
政
の

課
題
や
財
政
状
況
な
ど
に
つ
い
て
全
庁

的
な
意
識
の
共
有
化
を
図
り
、
区
民
福

祉
の
向
上
に
向
け
、
必
要
な
取
り
組
み

に
対
し
て
重
点
的
に
予
算
配
分
を
行
い

ま
し
た
。

⑴　

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
成
長
し
輝
く
ま
ち
の
実
現

　
児
童
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、

虐
待
の
兆
候
が
あ
る
家
庭
の
早
期
発
見

と
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
支
援
が
必
要
な
家
庭
の
児
童

は
じ
め
に

　
国
は
、
誰
も
が
個
性
と
多
様
性
を
尊

重
さ
れ
、
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け

改
革
を
進
め
て
お
り
、
全
て
の
世
代
が

安
心
で
き
る
「
全
世
代
型
社
会
保
障
制

度
」
を
目
指
し
、
政
策
を
実
行
し
て
い

ま
す
。

　
本
区
に
は
、
支
え
合
い
や
助
け
合
い

と
い
う
古
く
か
ら
培
っ
て
き
た
地
域
の

力
が
あ
る
一
方
、
共
働
き
世
帯
の
増
加

や
核
家
族
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
台
東
区
が
、
将
来
に
わ
た

り
活
力
あ
る
都
市
と
し
て
更
な
る
発
展

を
遂
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
本
区
に
息

づ
く
地
域
の
力
を
最
大
限
に
活
か
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
活
躍
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
私
は
、「
ひ
と
」
も
「
ま
ち
」
も

輝
き
、
区
民
の
皆
様
が
誇
り
と
愛
着
を

持
ち
続
け
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、

本
年
も
全
力
で
区
政
運
営
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
大
会

に
つ
い
て

　

受
入
環
境
の
整
備
や
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、
東
京

２
０
２
０
大
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
サ
イ
ト
を
開
催
す
る
ほ

か
、
台
東
区
循
環
バ
ス
「
め
ぐ
り
ん
」

を
大
会
仕
様
に
装
飾
す
る
な
ど
、
こ
の

世
界
的
祭
典
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。

　
昭
和
39
年
の
東
京
大
会
の
開
催
を
記

念
し
て
、
朝
倉
文
夫
氏
の
傑
作
で
あ
る

「
生
誕
」
像
を
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
生
誕

噴
水
塔
が
、
上
野
恩
賜
公
園
入
口
前
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
生
誕
」
像

を
、
東
京
２
０
２
０
大
会
の
開
催
に
合

わ
せ
て
下
町
風
俗
資
料
館
脇
に
20
年
ぶ

り
に
設
置
し
、
昭
和
と
令
和
の
東
京
大

会
の
象
徴
と
し
て
継
承
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
大
会
は
本
区
に
集
積
す
る
文
化
、

芸
術
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る
と

と
も
に
、
文
化
の
裾
野
を
広
げ
る
絶
好

の
機
会
で
あ
る
た
め
、「
た
い
と
う
文

化
発
信
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
文

化
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
７
月
21
日
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
台
東
区
内
を
駆
け
抜

け
ま
す
。
ま
た
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

聖
火
リ
レ
ー
も
本
区
で
実
施
す
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
ま
す
。
開
催
都
市
東
京

の
一
員
と
し
て
、
大
会
の
成
功
に
向
け

尽
力
し
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
感
動
や
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
、
地
域
の
活
性

化
や
区
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
つ
い
て

　
昨
年
策
定
し
た
「
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、「
浅
草
地
区
」
や

「
根
岸
・
入
谷
地
区
」
な
ど
を
、「
ま
ち

づ
く
り
推
進
重
点
地
区
」
と
し
て
位
置

づ
け
て
お
り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
一
層
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
ビ
ジ

ョ
ン
の
策
定
に
向
け
た
基
礎
調
査
を
実

施
し
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
く
ま
ち
づ
く
り
推
進
重

点
地
区
で
あ
る
「
上
野・御
徒
町
地
区
」

は
、
多
く
の
来
街
者
が
訪
れ
る
一
方
、

ま
ち
の
高
低
差
や
動
線
が
複
雑
で
あ
り
、

回
遊
性
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、「
上
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、「
杜
の
文
化
と

ま
ち
の
賑
わ
い
が
共
演
す
る
舞
台 

上

野
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

　
昨
年
の
台
風
第
19
号
上
陸
の
際
、
初

め
て
自
主
避
難
所
を
開
設
す
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ
ま
し
た
が
、
十
分
な
対
応

が
図
れ
な
か
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
た
め
、

避
難
所
の
運
営
や
災
害
対
策
本
部
の
体

制
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
風
水
害
時

の
対
応
の
更
な
る
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
助
・
共
助
の
強
化
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
る
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
支
援
計
画
作
成
及お

よ
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
モ
デ

ル
実
施
の
結
果
を
踏
ま
え
、
取
り
組
み

の
本
格
化
・
拡
大
化
に
向
け
、
更
な
る

検
討
を
進
め
ま
す
。

　
都
市
防
災
機
能
の
強
化
な
ど
を
図
る

た
め
に
、
無
電
柱
化
の
推
進
に
向
け
て
、

区
の
基
本
的
な
考
え
方
と
な
る
「
無
電

柱
化
推
進
計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も

を
対
象
と
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
際
化
が
進
展
す
る
今
日
に

お
い
て
は
、
子
供
の
頃
か
ら
外
国
語
の

学
習
や
異
な
る
文
化
の
理
解
に
主
体
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
小

学
６
年
生
で
は
、
体
験
型
英
語
学
習
施

設
に
お
け
る
様さ
ま
ざ
ま々

な
英
会
話
プ
ロ
グ
ラ

ム
体
験
、
中
学
２
年
生
で
は
、
外
国
語

指
導
助
手
を
配
し
た
実
践
的
な
英
会
話

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
た
に
実
施
し
、
英
語

活
用
の
意
欲
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
、

「
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
学
ぶ　
Ｌ
ｅ
ｔ‘
ｓ

Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ　
ス
ポ
ー
ツ
」
を
、
東
京

２
０
２
０
大
会
100
日
前
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
内
容
を
充
実
し
て
開
催
し
、
大
会
に

向
け
た
機
運
醸
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

区
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ボ
ッ
チ

ャ
の
交
流
大
会
を
開
催
し
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
陸
上

競
技
場
の
大
規
模
改
修
に
向
け
た
設
計

調
査
を
実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る

環
境
の
更
な
る
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵　

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現

　
台
東
病
院
は
、
高
齢
者
の
慢
性
期
医

療
を
担
う
拠
点
病
院
と
し
て
、
地
域
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
病
院
で
す
。
開

設
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
、
一
部
機
器

に
も
経
年
劣
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

先
日
入
れ
替
え
が
完
了
し
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に

続
い
て
、
来
年
度
は
Ｃ
Ｔ
及お

よ
び
Ｘ
線
Ｔ

Ｖ
装
置
を
更
新
し
ま
す
。

　
ま
た
、
受
動
喫
煙
の
防
止
を
図
る
た

め
、
公
衆
喫
煙
環
境
の
整
備
を
は
じ
め
、

施
設
管
理
者
へ
の
指
導
・
助
言
な
ど
、

た
ば
こ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
誰

も
が
過
ご
し
や
す
い
空
間
の
創
出
に
向

け
取
り
組
み
ま
す
。

　
障
害
者
の
意
思
疎
通
に
つ
い
て
は
、

様さ
ま
ざ
ま々
な
社
会
的
障
壁
が
あ
り
、
社
会
全

体
で
解
消
に
向
け
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
た
め
、「
東
京
都
台
東
区
手
話
言
語

の
普
及
及
び
障
害
者
の
意
思
疎
通
の
促

進
に
関
す
る
条
例
」
を
本
定
例
会
に
提

出
す
る
と
と
も
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
よ
る
遠
隔
手
話
通
訳
を
新
た
に
導
入

す
る
な
ど
、
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
福
祉
の
一
層
の
充

実
に
向
け
、
旧
竜
泉
中
学
校
跡
地
に
お

い
て
、「（
仮
称
）
竜
泉
二
丁
目
福
祉
施

設
」
を
整
備
し
ま
す
。

⑶　

活
力
に
あ
ふ
れ
多
彩
な
魅
力

が
輝
く
ま
ち
の
実
現

　
本
区
が
誇
る
江
戸
文
化
の
魅
力
を
発

信
・
継
承
す
る
江
戸
ル
ネ
サ
ン
ス
事
業

に
つ
い
て
、
来
年
度
は
「
江
戸
を
た
ず

ね
る
」
と
題
し
て
、
区
内
の
文
化
資
源

を
活
か
し
た
事
業
を
実
施
し
、
新
た
な

魅
力
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
２
０
２
０
大
会
の
開
催

で
来
街
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
時
期

に
合
わ
せ
て
「（
仮
称
）
江
戸
た
い
と

う
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
設
し
、
皮
革
関
連

製
品
な
ど
の
販
売
・
情
報
発
信
を
す
る

こ
と
で
、
地
域
産
業
の
魅
力
を
国
内
外

に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
音
響
体
感
装
置
を
配
し
た

演
奏
会
な
ど
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
も
が
楽
し
め
る
ア
ー
ト
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
相
互
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
区
民
が
文
化

に
触
れ
る
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
本
区
に
は
年
間
約
５
千
600
万
人
も
の

観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、
本
年
も
更
な

る
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
外

国
人
観
光
客
の
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
の

普
及
啓
発
を
強
化
す
る
な
ど
、
誰
も
が

安
心
し
て
快
適
に
観
光
す
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

⑷　

誰
も
が
誇
り
や
憧
れ
を
抱
く

安
全
安
心
で
快
適
な
ま
ち
の
実
現

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の
評
価
結

果
を
踏
ま
え
、
区
内
全
域
で
更
な
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
バ
リ

ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
を
改
定
し
、
誰
も

が
安
全
で
快
適
に
生
活
で
き
る
ま
ち
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

　
ま
た
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
自
然
災
害
に
備
え
、
現
在
避
難
所

に
配
備
し
て
い
る
蓄
電
池
の
更
新
に
加

え
て
新
た
に
大
容
量
の
も
の
を
配
備
す

る
こ
と
で
、
避
難
さ
れ
た
方
々
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
電
源
を
確
保
す
る
な
ど
、

避
難
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
東
京
２
０
２
０
大
会
に
向
け
て
、
花

を
慈
し
む
心
を
育
み
、
心
豊
か
で
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
台
東
区
を
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
花
の
心
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
大
会
本

番
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
浅
草
文
化
観

光
セ
ン
タ
ー
の
外
壁
を
朝
顔
で
彩
る
ほ

か
、
区
内
主
要
駅
構
内
に
朝
顔
を
モ
チ

ー
フ
と
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ー
ト
を
設

置
す
る
な
ど
、
様さ

ま
ざ
ま々

な
形
の
花
に
よ
る

装
飾
を
実
施
し
ま
す
。

⑸　

多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
区

政
運
営
の
推
進

　
本
区
に
お
け
る
外
国
人
人
口
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
続

く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
本

区
に
お
け
る
多
文
化
共
生
の
基
本
的
考

え
や
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
す
「
多

文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
向

け
て
意
識
調
査
な
ど
を
実
施
し
、「
多

文
化
共
生
の
地
域
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及お

よ
び

業
務
効
率
化
な
ど
の
観
点
か
ら
、
区
の

業
務
に
つ
い
て
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
業
務
自
動
化
）
の
導
入
に
向
け

た
実
証
実
験
を
行
っ
て
お
り
、
来
年
度

は
対
象
業
務
を
新
た
に
３
業
務
追
加
し
、

運
用
面
の
課
題
に
つ
い
て
検
証
を
行
う

な
ど
、
本
格
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

令
和
２
年
第
１
回
区
議
会
定
例
会

　
　
　

  

区
長
所
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表
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【日曜開庁】毎月第2日曜日に区役所1階の窓口を開きます。取り扱いできない業務もありますので、事前に各窓口へお問合せください。

福
祉

（
高
齢
・
障
害
等
）

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」

へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

　

皆
さ
ん
か
ら
、
総
額
７５２
万
８
千
７１３
円

の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
や
、
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
な

ど
、
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

台
東
区
社
会
福
祉
協
議
会

　

ＴＥＬ
（
５
８
２
８
）
７
５
４
５

難
病
患
者
福
祉
手
当
を
ご
存

じ
で
す
か

　

難
病
医
療
費
助
成
制
度
（
国
お
よ
び

都
疾
病
）
の
対
象
者
で
、
65
歳
未
満
の

方
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
助
成

制
度
の
対
象
者
で
、
手
当
の
対
象
疾
病

に
り
患
し
て
い
る
方
は
申
請
で
き
ま
す
。

　

対
象
の
疾
病
は
区
H
P
で
確
認
で

き
ま
す
。

※
手
当
の
受
給
に
は
、
所
得
制
限
等
の

支
給
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
２
０
１

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
利
用
し

て
い
る
方
へ

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
受
給
者
に
、
令

和
２
年
度
分
の
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し

ま
す
。

　

事
前
に
登
録
さ
れ
て
い
る
受
取
方
法

（
郵
送
ま
た
は
窓
口
受
取
）
で
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
方
は
下
記
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
発
送
日　

３
月
13
日
㈮

▽
窓
口
配
布
開
始
日　

３
月
23
日
㈪

※
２
年
度
分
の
タ
ク
シ
ー
券
は
、
４
月

１
日
㈬
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

▽
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
の
上
肢
１

級
、
下
肢
・
体
幹
・
内
部
機
能
の
１

～
３
級
、
視
覚
１
・
２
級
、
愛
の
手

帳
１
・
２
度
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

平
成
30
年
中
の
所
得
額
が
限
度
額
以

内
の
方

※
燃
料
費
助
成
と
同
時
受
給
は
不
可

所得限度額
（平成30年分所得）

扶養
人数 所得限度額

0人 360万4千円
1人 398万4千円
2人目
以降

1人につき
38万円加算

※世帯状況等に応じて
各種控除が受けられ
る場合あり

▽
必
要
な
物
（
窓
口
受
取
の
場
合
）

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳

　

・
印
鑑

※
本
人
や
家
族
以
外
が
受
け
取
り
に
く

る
場
合
は
、
事
前
に
左
記
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課

　

(

区
役
所
２
階
⑩
番
）　

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
２
０
１

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
無

償
配
布
し
て
い
ま
す

　

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
や
緊
急
連
絡

先
等
の
情
報
を
専
用
の
用
紙
に
記
入
し
、

筒
状
の
容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
管

し
て
お
く
こ
と
で
、
緊
急
時
、
救
急
隊

に
必
要
な
情
報
を
伝
え
る
助
け
と
な
り

ま
す
。

　

す
で
に
キ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
、

情
報
シ
ー
ト
に
記
載
し
た
内
容
が
変
わ

っ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

区
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方　

①
ひ
と
り
暮
ら
し　

②
高
齢

者
の
み
の
世
帯　

③
１
日
の
う
ち
、

ひ
と
り
に
な
る
時
間
帯
が
あ
る
（
施

設
等
に
入
所
中
の
方
を
除
く
）

▽
申
込
方
法　

本
人
確
認
で
き
る
物

（
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
等
）

を
左
記
問
合
せ
先
か
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
持
参

▽
問
合
せ　

介
護
予
防
・
地
域
支
援
課

（
区
役
所
２
階
⑤
番
）

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
２
２
４

育児相談
保護者や子供の交流の場にもなっています。　内容身体測
定・保健師等の相談　持ち物母子健康手帳

プレママ・パパ交流会（予約制）
「赤ちゃんといる生活ってどんな生活なのかな」「出産
に向けて何を準備したらいいんだろう」など先輩ママ・
パパや赤ちゃん（生後1～3か月）と、情報交換や交流が
できます。　 日程・場所 3月17日㈫・浅草保健相談セン
ター、3月25日㈬・台東保健所　時間午後3時～3時30分
対象区内在住の妊婦とそのパートナー　定員10組程度（先
着順）　申込方法 電話で下記問合せ先（開催場所）へ

プレママ・パパ交流会、育児相談

問合せ 台東保健所保健サービス課 TEL（3847）9497
浅草保健相談センター TEL（3844）8172

●育児相談（対象は1歳5か月までの子供）
日時 場所

3月3日㈫午前10時～11時 日本堤子ども家庭支援
センター谷中分室

3月5日㈭午後1時30分～2時30分 生涯学習センター
（はばたき21）

3月6日㈮午前10時～11時 今戸児童館
3月11日㈬午前10時～11時 台東子ども家庭支援センター
3月13日㈮午前10時～11時 寿子ども家庭支援センター
3月19日㈭午後1時30分～2時30分 金杉区民館
●とことこ育児相談（対象は１歳６か月以上の子供）
日時（受付は午前10時〜10時15分） 場所
3月18日㈬午前10時～11時30分 浅草保健相談センター
3月24日㈫午前10時～11時30分 台東保健所

●1～3か月児の育児相談（予約制）
日時 場所

3月17日㈫午後1時30分～3時30分 浅草保健相談センター
3月25日㈬午後1時30分～3時30分 台東保健所

台東区の各会計予算案がまとまりました
問合せ 財政課 TEL（5246）1071

歳
出

歳
入

⑦民生費
361億
3,788万円
34.8%

①特別区
　交付金
276億円
26.6%

225億4,131万円
21.7%

②特別区税

58億7,668万円
5.7%

⑤地方消費税
交付金

168億6,455万円
16.3%

⑥その他

⑧教育費
237億419万円
22.9% ⑨総務費

139億
941万円
13.4%

⑩衛生費
89億
7,474万円
8.7%

⑪土木費
67億8,651万円
6.5%

⑭その他
89億2,952万円
8.6%

223億
220万円
21.5%

③国庫支出金

85億
1,526万円
8.2%

④都支出金

⑫産業経済費
35億3,971万円
3.4%

⑬文化観光費
17億1,804万円
1.7%

一般会計予算1,037億円の内訳一般会計予算1,037億円の内訳

会計別予算の規模
会計名 2年度予算規模 前年度比 伸び率

一般会計 1,037億円 42億円 4.2%
国民健康保険事業会計 231億2,800万円 △4億5,600万円 △1.9%
後期高齢者医療会計 50億5,200万円 1億6,000万円 3.3%
介護保険会計 168億1,000万円 6億4,000万円 4.0%
老人保健施設会計 1億2,940万円 △910万円 △6.6%
病院施設会計 4億8,928万円 △425万円 △0.9%

合計 1,493億868万円 45億3,065万円 3.1%

前年度比較での見直し内容
２年度予算の見直し区分 見直し額
事務事業等の見直し

（14事業） 1億8,700万円の減

管理的経費等の見直し
（委託など） 2億2,800万円の減

手数料改定および歳入
確保 2,300万円の歳入増

見直し総額 4億3,800万円

歳入

①特別区
交付金

市町村税である固定資産税等を都
が徴収し、都区の事務分担に応じ
て分配する交付金

②特別区
税

区民の皆さんに納めていただいて
いる特別区民税など

③国庫支
出金

区が行う事業に対して国から支出
される負担金や補助金など

④都支出
金

区が行う事業に対して都から支出
される負担金や補助金など

⑤地方消
費税交付
金

地方消費税を財源として、人口と
従業者数に応じて交付される交付
金

⑥その他 区の施設の使用料、各種証明発行
手数料、貸付金の返還金など

歳出

⑦民生費
高齢者や児童、障害のある方、生
活に困っている方への給付にかか
る費用

⑧教育費 学校・保育園の整備・運営、生涯
学習の振興にかかる費用

⑨総務費 災害対策、区民館等の運営にかか
る費用

⑩衛生費 健康づくり、環境の保全、清掃事
業にかかる費用

⑪土木費 まちづくりの推進、道路・公園の
整備にかかる費用

⑫産業経
済費

地域産業の振興、消費者保護にか
かる費用

⑬文化観
光費

文化・観光事業の振興にかかる費
用

⑭その他 区議会の運営、特別会計への繰出
金、特別区債の償還にかかる費用

令和2年度

台
東
区
長

　　

国
は
、
令
和
２
年
度
の
経
済
見
通
し
に
つ
い

て
、
総
合
経
済
対
策
を
円
滑
か
つ
着
実
に
実
施

す
る
な
ど
、
各
種
政
策
の
効
果
も
あ
い
ま
っ
て
、

雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続
き
、「
内
需
を

中
心
と
し
た
景
気
回
復
が
見
込
ま
れ
る
」
と
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
、「
海
外
経
済
の
動
向
や

金
融
資
本
市
場
の
変
動
の
影
響
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
の
認
識
も
示
し
て
い
ま
す
。

　

区
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
で
は
、
特
別
区
民

税
が
増
と
な
る
も
の
の
、
特
別
区
交
付
金
は
、

地
方
税
を
国
税
化
し
て
再
配
分
す
る
不
合
理
な

税
制
改
正
に
よ
っ
て
減
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
に
よ
り
大
き
く
減
収

と
な
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
や

待
機
児
童
対
策
、教
育
環
境
の
整
備
、高
齢
者
・

障
害
者
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
の
充
実
、
低

所
得
者
へ
の
支
援
、
災
害
対
策
の
強
化
、
区
有

施
設
の
保
全
や
長
寿
命
化
へ
の
対
応
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
需
要
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
令
和
２
年
度
予
算

の
基
金
活
用
額
は
、
景
気
低
迷
期
で
あ
っ
た
平

成
24
年
度
当
初
予
算
以
来
の
規
模
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
よ
り
一
層
の
健
全
な
財
政
運
営
を
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
予
算
編
成
方

針
会
議
」
を
開
催
し
、
区
政
の
課
題
や
財
政
状

況
な
ど
に
つ
い
て
全
庁
的
な
意
識
の
共
有
化
と

庁
内
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
区
の
将
来
像
「
世
界
に

輝
く　

ひ
と 

ま
ち　

た
い
と
う
」
の
実
現
を

力
強
く
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
各
施
策
を
着
実
に
推
進
で
き
る

よ
う
、
予
算
配
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
予
算
を
着
実
に
執
行
し
、

区
民
の
皆
様
が
台
東
区
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

令
和
２
年
度
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て

広報



●�台東区奨学基金
上原奨学基金（上原勉、貴子）※ 400
桜井奨学基金（桜井虎三郎） 1,000
堀内奨学基金（堀内重太郎） 100
村田奨学基金（村田啓一） 500
※令和2年第1回定例会に基金積み増し条例案を

提案中

●�台東区社会福祉基金（社会福祉基金）
浅岡社会福祉基金（浅岡うち） 200
荒川信用金庫社会福祉基金

（現城北信用金庫） 100

飯村恵一社会福祉基金（飯村泰子） 1,000
石鍋社会福祉基金（石鍋菊造） 100
今西社会福祉基金（今西ブン） 300
小川社会福祉基金（小川清保） 100
北村冨男社会福祉基金（北村冨男） 1,000
木村心身障害者福祉基金（木村金吾） 100
倉島社会福祉基金（倉島欣ニ） 450
小尻社会福祉基金（小尻倉一、博） 250
小平社会福祉基金（小平毅） 440
小林身体障害者福祉基金（小林茂） 250
小宮社会福祉基金（小宮サキ） 200
近藤身体障害者福祉基金（近藤泰） 3,000
坂巻社会福祉基金（坂巻成浩、光子） 800
桜社会福祉基金（匿名） 4,300
佐藤社会福祉基金（佐藤フジエ） 3,200
更科社会福祉基金（更科光江） 100
澤口社会福祉基金（澤口源作、千代） 250
菅身体障害者福祉基金（菅泰祐） 150
鈴木社会福祉基金（鈴木光五郎） 100
鈴木寛治社会福祉基金（鈴木キク子） 200
関本社会福祉基金（関本市） 400
善意基金（浅草を愛する芸能人の会） 100
高氏社会福祉基金（高氏茂二） 1,000
舘林社会福祉基金（舘林ビル株式会社） 200
建部社会福祉基金（建部安代） 120
田中社会福祉基金（田中快昌） 100
塚原社会福祉基金（塚原正良） 300
月岡社会福祉基金（月岡朝太郎） 200
東條社会福祉基金（東條四郎） 200

徳井身体障害者福祉基金（徳井隆司） 100
鳥居社会福祉基金（鳥居初子、昴） 600
長岡身体障害者福祉基金（長岡商事
株式会社、長岡清吉、長岡信男） 1,000

ナガホリ社会福祉基金
（株式会社ナガホリ） 100

長森身体障害者福祉基金（原島優子） 300
奈良社会福祉基金（奈良誠一） 100
野中社会福祉基金（野中濱） 100
信井社会福祉基金（信井斉蔵） 100
長谷川社会福祉基金（長谷川榮次郎） 1,000
服部社会福祉基金（服部徳松） 100
春木社会福祉基金（春木義男） 200
平岡社会福祉基金（平岡泰夫） 300
政木社会福祉基金（政木喜三郎） 1,500
増井社会福祉基金（増井定生） 150
松橋身体障害者福祉基金（松橋常夫） 100
村田社会福祉基金（村田啓一） 250
村奈嘉社会福祉基金（村奈嘉興三） 200
安田社会福祉基金（安田貞夫） 100
山﨑社会福祉基金（山﨑文蔵） 5,000
横谷社会福祉基金（横谷傳次郎） 100
吉永社会福祉基金（吉永通雄、とみ枝） 500
心身障害者福祉基金（匿名）　 1,900

●�台東区社会福祉基金（老人福祉基金）
浅岡老人福祉基金（浅岡うち） 200
永老人福祉基金（永登代） 100
遠藤老人福祉基金（遠藤正造） 100
岡本老人福祉基金（岡本照子） 1,000
織田老人福祉基金（織田とし） 500
木鋪老人福祉基金（木鋪冨夫） 200
越路老人福祉基金

（株式会社越路モータース） 100

小林老人福祉基金（小林幸和） 500
柴田老人福祉基金（柴田喜一） 100
舘林老人福祉基金（舘林精之助） 100
中島むぎとろ老人福祉基金

（株式会社中島むぎとろ） 800

南雲老人福祉基金（南雲 る） 10,000
ハヤミズ老人福祉基金（株式会社ハ
ヤミズ、有限会社リックジャパン） 200

平野老人福祉基金（平野照子） 1,000
峰川老人福祉基金（峰川恵美子） 100
宮岡老人福祉基金（宮岡幸子） 200
宮沢老人福祉基金（宮沢きよ） 1,000
宗意老人福祉基金（宗意操） 1,000
矢嶋老人福祉基金（矢嶋止） 200
山田老人福祉基金（山田淑治） 100
吉池老人福祉基金（株式会社吉池） 100
吉羽老人福祉基金（吉羽末吉） 150
若山老人福祉基金（若山光次郎） 1,000
老人福祉基金（匿名） 100

●�台東区社会福祉基金（交通安全基金）
大都交通安全基金（株式会社大都） 100
小林児童交通安全基金（小林茂） 100
野口児童交通安全基金（野口義雄） 300

松村交通安全基金（松村菊治） 100
湯本児童交通安全基金（湯本雅郎） 100

●�台東区社会福祉基金（交通遺児援護基金等）
越路交通遺児援護基金

（株式会社越路モータース） 100

逆藤交通遺児援護基金（逆藤松太郎） 900
坂本母子福祉基金（坂本一夫） 200
佐久間交通遺児援護基金

（佐久間文次郎） 300

舘林交通遺児援護基金
（株式会社バンビ） 400

藤田交通遺児福祉基金（藤田美屋野） 1,900
松本児童福祉基金（故松本てる子） 8,333
水野交通遺児援護基金（水野冨久司） 1,700

●�台東区社会福祉基金（環境衛生基金）
熊木環境衛生基金（熊木壽夫） 500

●�台東区教育振興基金（教育振興基金）
青木教育振興基金（青木章郎） 1,200
石井教育振興基金（石井多可子）　 200
上原教育振興基金（上原義信） 100
内田信四郎教育振興基金（内田信四郎） 100
内田ふさ教育振興基金（内田ふさ） 100
大野教育振興基金（大野喜八） 100
岡崎教育振興基金（岡崎重代） 1,000
岡田教育振興基金（橋場鉄工株式会社） 1,000
尾崎教育振興基金（有限会社オザキ
建装、尾崎亮二、晴彦） 350

瀉沼教育振興基金（株式会社カタヌマ） 100
金沢教育振興基金（金沢琴） 100
上條教育振興基金

（上條貢胸像建設発起人会） 200

川田教育振興基金（川田元成） 100
上林教育振興基金（上林弘明） 1,700
北島教育振興基金（北島健一） 200
木鋪教育振興基金（木鋪冨夫） 300
桑山教育振興基金（桑山征洋） 1,000
佐久間教育振興基金（佐久間英樹） 1,000
桜井教育振興基金（桜井虎三郎） 100
佐々木教育振興基金（佐々木武志） 100
佐藤莊教育振興基金（佐藤莊） 100
佐藤長八教育振興基金

（佐藤長八、フジエ、敏彦） 5,000

佐藤博道教育振興基金（佐藤博道） 1,850
清水教育振興基金（清水忠） 100
鈴木教育振興基金（鈴木秋雄） 200
田中教育振興基金（田中信義） 100
津崎教育振興基金（津崎治郎） 100
永瀬教育振興基金（永瀬なか） 100
名取教育振興基金（名取正勝） 100
新津教育振興基金（新津秀雄） 450
橋詰喜惠教育振興基金（橋詰広太） 100
舟和本店教育振興基金

（株式会社舟和本店） 500

松原教育振興基金（松原文子） 300

松本徽章教育振興基金
（松本徽章工業株式会社） 2,100

松屋教育振興基金（株式会社松屋） 500
森教育振興基金（森角三郎） 100
森口教育振興基金（森口政二郎） 100
吉永教育振興基金（吉永茂雄、雅明） 150

●�台東区教育振興基金（社会体育振興基金）
雨宮社会体育振興基金

（雨宮久子、弘枝） 1,510

鈴光社会体育振興基金
（株式会社鈴光商店） 100

松下徽章社会体育振興基金
（松下徽章株式会社） 800

三井信託社会体育振興基金
（現三井住友信託銀行上野支店） 500

●�台東区教育振興基金（社会教育振興基金）
内山少年少女音楽振興基金

（内山榮一） 300

倉島文化振興基金（倉島欣ニ） 400
桑山文化振興基金（桑山征洋） 300
吉田社会教育振興基金

（株式会社大泉） 100

社会教育振興基金（匿名） 19,500
中村不折文化振興基金（匿名） 500

●�台東区教育振興基金（生涯学習振興基金）
飯村恵一生涯学習振興基金

（飯村泰子） 1,000

小根山生涯学習振興基金（小根山茂） 100

●台東区国際交流親善基金（国際交流親善基
金のうち寄附金を原資とするもの）
江口国際交流親善基金（江口弘一） 500

●�台東区緑化推進基金
東京浅草中央ロータリークラブ緑化
推進基金（東京浅草中央ロータリー
クラブ）

100

林緑化推進基金（林信江） 1,000

●基金以外の寄附金（直近10年間における
100万円以上の資金を掲載）
社会福祉（今井トメ子） 300
社会福祉（吉野秀行） 270
高齢者福祉（故金子和子）　 100
松が谷福祉会館事業（遠藤眞理、眞実） 200
松が谷福祉会館事業（匿名） 300
環境保全（濱澤法生） 500
教育振興（株式会社ソート代表取締
役　清水康成） 100

教育振興（株式会社サジェスト代表
取締役　宮内宗頼） 150

教育振興（匿名） 300
幼児育成（故上原正雄、かね子） 200
教育・防災（同善会） 1,268
青少年の交流・育成・教育、建築・
防災等（メガネ・コンタクト369+） 110

一般寄附（遺贈） 685

皆さんからの寄附金は、大切に活用しています ～表中（　）内は寄附申込者名で敬称略。金額の単位は万円。

　区では、ご厚意による寄附金のうち、
100万円以上のものを対象に、福祉や教育
などに役立てるため基金を設置していま
す。また、基金以外にも、ご希望に応じ
てさまざまなご寄附をいただいています。
　令和元年12月31日現在の基金の積み立
て状況等は、表のとおりです。このほか、
台東区社会福祉協議会、台東区社会福祉
事業団、台東つばさ福祉会でも、多くの
ご寄附をいただき、各団体で有効に活用
しています。皆さんのご厚意に深く感謝
し、今後とも、ご寄附の趣旨を踏まえた、
基金等の活用を図っていきます。

問合せ 財政課 TEL（5246）1071

広報
令和2（2020）年　2月20日 第 1247 号　（4）

【家庭の省エネヒント】暖房は外出や就寝直前ではなく20分前を目安にスイッチを切りましょう。（出典 東京都「2019冬の省エネリーフレット」）〈台東区環境課 
TEL  5246－1281〉

住
宅

ま
ち
づ
く
り

都
市
計
画
案
の
縦
覧
お
よ
び

意
見
書
の
提
出

　

補
助
第
92
号
線
及
び
補
助
第
178
号
線

の
都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

▽
縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間
（
必
着
）

　

２
月
19
日
㈬
～
３
月
４
日
㈬

▽
意
見
書
の
提
出
方
法　

都
市
計
画
道

路
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、
期
間
内
に
左
記
へ
持
参

ま
た
は
郵
送

▽
縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
先　

〒
163

−

８
０
０
１　

東
京
都
都
市
整
備
局

都
市
計
画
課
（
都
庁
第
二
本
庁
舎

12
階
）、
台
東
区
都
市
計
画
課
（
区

役
所
５
階
⑤
番
）

※
区
役
所
は
縦
覧
の
み

▽
問
合
せ　

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市

計
画
課

　

ＴＥＬ
（
５
３
８
８
）
３
２
２
５

「
都
市
計
画
公
園
・
緑
地
の
整

備
方
針
」
及
び
「
緑
確
保
の

総
合
的
な
方
針
」（
改
定
案
）

へ
の
意
見
募
集
に
つ
い
て
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

▽
閲
覧
場
所　

東
京
都
緑
地
景
観
課

（
都
庁
第
二
本
庁
舎
12
階
）、
都
民
情

報
ル
ー
ム(

都
庁
第
一
本
庁
舎
３
階)

、

整
備
方
針
は
台
東
区
公
園
課
（
区
役

所
５
階
④
番
）、
緑
確
保
は
台
東
区

環
境
課
（
区
役
所
６
階
③
番
）

※
都
Ｈ
Ｐ
か
ら
閲
覧
可

▽
応
募
方
法　

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で

左
記
送
付
先
へ

▽
応
募
締
切
日　

３
月
19
日
㈭(

消
印

有
効
）

▽
意
見
送
付
先
・
問
合
せ　

　

〒
163

−

８
０
０
１　

東
京
都
都
市
整

備
局
緑
地
景
観
課

　

E
メ
ー
ル　

S
0000169@

secti

　

on.m
etro.tokyo.jp

　

ＴＥＬ
（
５
３
８
８
）
３
３
１
５

▽
問
合
せ　

台
東
区
公
園
課

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
３
２
４

　

台
東
区
環
境
課　

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
３
２
３

お
知
ら
せ

浅
草
公
会
堂
前
の
オ
レ
ン
ジ

通
り
に
「
ス
タ
ー
の
手
型
」

を
設
置
し
ま
す

　

今
年
度
の
被
顕
彰
者
は
次
の
５
人
の

方
で
す
（
50
音
順
・
敬
称
略
）。

▽
元
年
度
被
顕
彰
者

・
五
月
み
ど
り
（
女
優
・
歌
手
）

・
五
代
目 

中
村
歌
六
（
歌
舞
伎
俳
優
）

・
布
施
明
（
歌
手
）

・
三
宅
裕
司
（
喜
劇
役
者
）

・
役
所
広
司
（
俳
優
）

※
３
月
中
旬
に
設
置
予
定

▽
問
合
せ　

観
光
課

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
４
４
７

「
第
２
回
台
東
区
長
賞
記
念
演

奏
会
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
出
し
て

い
ま
す

　

昨
年
８
月
24
日
に
旧
東
京
音
楽
学
校

奏
楽
堂
で
開
催
し
た
様
子
を
収
録
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。

▽
場
所　

区
役
所
９

階
④
番
文
化
振
興

課
、
中
央
図
書
館

▽
問
合
せ　

文
化
振

興
課
ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
１
５
３

　予防にはインフルエンザなど
と同様に、手洗いや咳エチケッ
トが有効です。区からの情報は
区HPをご覧ください。

新型コロナウイルス感染症
について

専用電話相談窓口（帰国者・接触者電
話相談センター） TEL（3847）9402



広報
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【借上げ住宅（中堅所得者向）あき家入居登録者募集中】　▷募集住宅　区内の特定優良賃貸住宅　▷主な申込資格　同居親族がいる、所得が定められた基準内である
等　▷募集案内・申込書配布場所　区役所5階⑩番住宅課（区HPからダウンロード可）※申込資格・住宅の概要等、詳しくは右記へ〈台東区住宅課 TEL  5246－1213〉

３
月
は
東
京
都
の

自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

●
こ
こ
ろ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　

自
殺
者
の
多
く

は
、
自
殺
す
る
前

に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し

て
い
ま
す
。「
死

ん
で
し
ま
い
た

い
」
と
深
く
悩
ん

で
い
る
と
同
時
に

「
助
け
て
ほ
し
い
」

と
周
囲
に
訴
え
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
気
付
き
が
自
殺
防
止
の

第
一
歩
で
す
。

●
こ
こ
ろ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
付
い
た
ら

①
声
を
か
け
る　

周
り
の
友
人
や
家

族
・
同
僚
の
悩
み
が
あ
り
そ
う
な

様
子
に
気
付
い
た
ら
、
体
調
の
こ

と
等
を
切
り
口
に
、
一
言
声
を
か

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
話
を
よ
く
聴
く　

今
ま
で
何
と
か

乗
り
切
ろ
う
と
頑
張
っ
て
き
た
人

で
す
。
本
人
を
責
め
た
り
、
励
ま

し
た
り
、
世
間
一
般
の
常
識
を
押

し
付
け
た
り
す
る
こ
と
は
避
け
ま

し
ょ
う
。
相
手
の
話
を
受
け
止
め

て
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
伝
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
可
能

で
あ
れ
ば
自
殺
を
し
な
い
約
束
を

し
て
く
だ
さ
い
。
自
殺
予
防
に
有

効
で
す
。

③
相
談
機
関
へ
つ
な
げ
る　

ひ
と
り

で
不
安
や
心
配
事
を
抱
え
込
ま
ず

に
、
相
談
で
き
る
窓
口
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
の
相
談
機
関
が
あ
り
ま

す
。

●
１
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
を

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
精
神
科
医

に
よ
る
相
談
）

　

台
東
保
健
所
保
健
サ
ー
ビ
ス
課

　

ＴＥＬ
（
３
８
４
７
）
９
４
９
７

　

浅
草
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

ＴＥＬ
（
３
８
４
４
）
８
１
７
２

・
東
京
い
の
ち
の
電
話

　

ＴＥＬ
（
３
２
６
４
）
４
３
４
３

・
東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー

　

ＴＥＬ
（
５
２
８
６
）
９
０
９
０

・
東
京
都
夜
間
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

　

ＴＥＬ
（
５
１
５
５
）
５
０
２
８

・
東
京
都
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
「
相
談
ほ

っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
東
京
」（
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
「
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
か

ら
検
索
す
る
か
、

Q
R
コ
ー
ド
か
ら

友
達
登
録
を
し
て

利
用
で
き
ま
す
）

●
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
総
合
相
談
会

　

専
門
相
談
員
、
保
健
師
、
弁
護
士

が
一
同
に
集
ま
っ
た
相
談
会
で
す
。

仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、
ロ
ー
ン
が

返
済
で
き
な
い
、
眠
れ
ず
体
調
が
す

ぐ
れ
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

面
の
問
題
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い

て
悩
み
や
不
安
を
お
持
ち
の
方
は
、

相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
専
門
家

と
一
緒
に
解
決
に
向
け
た
歩
み
を
始

め
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

３
月
５
日
㈭
・
６
日
㈮
午

後
１
時
～
５
時
（
受
付
は
４
時
30

分
ま
で
）

▽
場
所　

台
東
保
健
所
３
階
大
会
議

室

　

台
東
区
の
自
殺
死
亡
率
は
、
都
内
で
も
高
い
状
況
で
す
。
自
殺
は
、

個
人
的
な
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
・
家
庭
・
経
済
・
生
活
問
題

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
末
に
起
こ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
自
殺
は
、
本
人
が
発
す
る
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
適

切
な
対
応
を
と
れ
ば
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相談・
問合せ
台
東
保
健
所
保
健
予
防
課

ＴＥＬ
（
３
８
４
７
）
９
４
０
５

ⓒBANDAI

催し名 　日時 対象 定員（先着順）

①キャップをつなげて★イ
モムシづくり

3月20日㈷
午後2時～3時30分

区内在住・在園の4歳以上の
幼児（保護者同伴必須） 10人

②身近な植物でハーバリウ
ムを作ってみよう！

3月22日㈰
午後2時～4時

区内在住・在学の小学生
（2年生以下は保護者同伴必須） 15人

③レンジで簡単☆草木染め 3月29日㈰
午後2時～4時

区内在住・在学の小学生
（2年生以下は保護者同伴必須） 12人

④バードウォッチングで鳥
となかよくなろう♪

3月31日㈫午前10時
30分～午後0時30分

区内在住・在学・在勤の小学
生以上 15人

●公募型イベント

場所①②7階集会室　③④4階ワークショップルーム、精華公園ビオトープ　持ち物 筆記用具、
飲み物、タオル、持ち帰り用の袋等※汚れても良い服装で参加、④は長袖長ズボン　費用②150
円　③④100円　申込方法 催し名・住所・氏名・学年（年齢）・同
伴者の有無・電話番号を電話かファックスまたは直接下記問合せ
先へ※①は大人1人につき子供1人まで、②③は大人1人につき子
供2人まで（対象未満の入室はできません）
問合せ 環境ふれあい館ひまわり環境学習室
TEL（3866）2011　 FAX（3866）8099 ▲キャップをつなげて★イモムシづくり

バ
イ
ク
な
ど
の
廃
車
手
続
き

は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日

現
在
、
原
動
機
付
自
転
車
（
125
ｃｃ
ま
で

の
バ
イ
ク
や
ミ
ニ
カ
ー
）
や
オ
ー
ト
バ

イ
・
四
輪
の
軽
自
動
車
・
小
型
特
殊
自

動
車
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
廃
棄
や
譲
渡
・
盗
難
等
で
現
在

所
有
し
て
い
な
い
場
合
は
、
廃
車
の
届

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
警
察
署
に
盗

難
届
を
出
し
て
い
て
も
、
廃
車
の
届
出

は
必
要
で
す
。

※
盗
難
の
場
合
、
廃
車
日
は
盗
難
届
の

届
出
日
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

▽
廃
車
届
出
場
所

種別 届出場所

原動機付自転車
小型特殊自動車

区役所1階⑤番戸籍住民サービス課・
3階⑩番税務課税務係
※小型特殊自動車・ミニカーは税務

課税務係のみで受付
税務課税務係 TEL （5246）1101

排気量125ccを超
えるバイク

東京運輸支局足立自動車検査登録事
務所（足立区南花畑5−12−1）
TEL  050（5540）2031

三輪・四輪の軽自
動車（排気量660
cc以下）

軽自動車検査協会東京主管事務所足
立支所（足立区宮城1−24−20）
TEL  050（3816）3102

▽
問
合
せ　

税
務
課

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
１
０
１

「
還
付
金
詐
欺
」
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　

区
役
所
な
ど
の
職
員
が
、「
医
療
費

や
保
険
料
の
還
付
金
」「
給
付
金
」
な

ど
の
手
続
き
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な

電
話
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現

金
自
動
預
払
機
）
の
操
作
を
求
め
る

●
取
引
銀
行
や
口
座
番
号
な
ど
の
個
人

情
報
を
照
会
す
る

●
手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る 

　

ま
た
、
法
務
省
等
を
騙
っ
た
架
空
請

求
は
が
き
が
届
い
て
も
連
絡
先
に
電
話

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、

迷
わ
ず
110
番
ま
た
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
や
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

生
活
安
全
推
進
課　

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
０
４
４

健
康

３
月
１
日
～
８
日
は
「
女
性

の
健
康
週
間
」
で
す

　
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
」
を
テ
ー
マ
に

区
施
設
４
か
所
（
区
役
所
・
台
東
保
健

所
・
浅
草
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
・
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
）
で
展
示
と
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
等
の
配
布
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

台
東
保
健
所
保
健
サ
ー
ビ

ス
課
ＴＥＬ
（
３
８
４
７
）
９
４
９
７

　

浅
草
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

ＴＥＬ
（
３
８
４
４
）
８
１
７
２

献
血
と
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
登

録
に
ご
協
力
を

　

病
気
や
け
が
で
血
液
を
必
要
と
す
る

多
く
の
方
の
た
め
に
、
献
血
へ
の
温
か

い
ご
理
解
と
、
白
血
病
等
の
血
液
難
病

者
へ
の
骨
髄
等
提
供
の
た
め
に
、
骨
髄

バ
ン
ク
へ
の
登
録
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
23
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

区
役
所
正
面
玄
関
前

▽
問
合
せ　

台
東
保
健
所
生
活
衛
生
課

ＴＥＬ
（
３
８
４
７
）
９
４
０
１

麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）

定
期
予
防
接
種
第
２
期
は
お

済
み
で
す
か

　

今
年
度
の
接
種
期
限
は
３
月
31
日
㈫

で
す
。

　

接
種
が
済
ん
で
い
な
い
子
供
は
、
早

め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
予
防
接
種
予

診
票
が
手
元
に
な
い
場
合
は
、
左
記
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

平
成
25
年
４
月
２
日
～
26
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
供

▽
接
種
回
数　

１
回

▽
実
施
場
所　

23
区
内
協
力
医
療
機
関

▽
問
合
せ　

台
東
保
健
所
保
健
予
防
課

　

ＴＥＬ
（
３
８
４
７
）
９
４
７
１

環境学習室 「春のさくらまつり2020」

　葛飾北斎没後170年を記念し、令和元年7月5日～9月25日の約3か
月間にわたって、江戸や北斎にちなんだ川柳を募集しました。厳正な
る審査の結果、「江戸たいとう部門」・「すみだ北斎部門」それぞれ北
斎賞・川柳賞各1句、審査員特別賞
各3句、秀作各10句を決定しました。
受賞作品は以下のとおりです。

江戸たいとう部門
　台東区に息づく江戸のこころや文化を題材にした川柳
・川柳賞（最優秀賞）
　月の松 弁天堂を指呼にして	 安田蝸牛
・審査員特別賞（優秀賞）
　吉宗の祈りを繋ぐ空の華	 水曜
　江戸さがし まずは上野のお山から	 好日郎
　川柳横丁柳は太く高くなり	 美智子
・秀作
　浅草で江戸を味わう異邦人	 一雄
　雷門ことばの渦の車引き	 ヨシ江
　台東区花に親しむ心意気	 ゆきだるま
　徳川の御代から響く時の鐘	 よしはな
　天海に吉野桜の礼を言い	 にごじゅう
　子規愛す根岸の里の絹豆富	 陽子
　寺町の猫も見上げる築地塀	 和巳
　おとりさま客を熊手でかき集め	 かすが
　北斎と令和が結ぶ江戸の四季	 淳一
　宵越しの銭は持たねぇキャッシュレス	 祥太

すみだ北斎部門
　北斎とその作品などを題材とした、または、連想させる川柳
・北斎賞（最優秀賞）
　富士越しの龍は世界を駆け巡る	 知美
・審査員特別賞（優秀賞）
　北斎も刺激が欲しい転居癖	 青鹿一秋
　8Kが描く浮き世の北斎忌	 さねかずら
　御前へと駆ける鶏足の竜田川	 四迷亭
・秀作
　北斎の生命線も描く絵筆	 夏舟
　遠眼鏡覗いた先の蛸と海女	 芳雄
　赤富士は今日も生きろと美しい	 しらさぎ郷
　奔放に生きて北斎美を残す	 フーマー
　北斎の絵から聞こえる江戸の声	 湘路
　紙屑の中で眠っている小判	 雅生
　江戸の世でハンドルネーム彩なして	 香をり
　にんげんを打つ北斎の波飛沫	 充衣
　一筆で世界へ届く波飛沫	 俊宗
　百回に七つ足りずに終の宿	 村井方遠

問合せ 文化振興課
TEL （5246）1153

北斎没後170年記念　墨田区・台東区文化交流事業
「北斎と川柳」 受賞作品
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・
提
供
会
員
入
会
説
明
会
・
登
録
時
講

習
会
（
予
約
制
）

▽
日
時　

３
月
１
日
㈰
午
前
９
時
45
分

～
午
後
０
時
30
分
、
５
月
17
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

▽
場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
車
で

の
来
場
不
可
）

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

▽
申
込
締
切
日　

各
開
催
日
の
前
日

（
土
・
日
曜
日
・
祝
休
日
を
除
く
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

台
東
区
社
会
福

祉
協
議
会

　

ＴＥＬ
（
５
８
２
８
）
７
５
４
８

子
育
て
心
理
相
談（
予
約
制
）

▽
日
程　

①
３
月
18
日
㈬　

②
24
日
㈫

▽
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

（
１
人
30
分
程
度
）

▽
対
象　

区
内
在
住
で
就
学
前
の
子
供

を
育
て
て
い
る
方

▽
場
所
・
申
込
み
・
問
合
せ

①
浅
草
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

ＴＥＬ
（
３
８
４
４
）
８
１
７
２

②
台
東
保
健
所
保
健
サ
ー
ビ
ス
課

　

ＴＥＬ
（
３
８
４
７
）
９
４
９
７

環
境

リ
サ
イ
ク
ル

令
和
元
年
度
環
境
Ｍ
Ｖ
Ｐ
受

賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　

夏
の
省
エ
ネ
活
動
や
緑
化
の
取
り
組

み
が
優
秀
な
方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
総
数
は
、
家
庭
省
エ
ネ
部
門
331

世
帯
１
千
281
人
、
花
と
み
ど
り
の
部
門

は
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が

22
件
、
地
先
園
芸
コ
ン
テ
ス
ト
が
12
件
、

グ
リ
ー
ン
企
業
部
門
は
104
社
で
し
た
。

各
部
門
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
（
敬
称
略
）。

・
家
庭
省
エ
ネ
部
門
（
個
人
の
部
）

　

小
林
か
お
り

・
家
庭
省
エ
ネ
部
門
（
団
体
の
部
）

　

育
英
幼
稚
園
P
T
A

・
花
と
み
ど
り
の
部
門
（
み
ど
り
の
カ

ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
）

　

石
田
順
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
花
と
み
ど
り
の
部
門
（
地
先
園
芸
コ

ン
テ
ス
ト
）

　

田
中
詩
子

・
グ
リ
ー
ン
企
業
部
門

　

㈱
三
啓
社

▽
問
合
せ　

環
境
課

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
２
８
１

「
環エ

コ境
フ
ェ
ス
タ
た
い
と
う

２
０
２
０
」の
実
行
委
員（
出

展
団
体
）
を
募
集
し
ま
す

▽
開
催
日
時　

11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
金
竜

公
園

▽
対
象　

高
校
生
（
15
歳
）
以
上
の
個

人
・
団
体
で
、
区
内
に
お
い
て
環
境

保
全
・
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す

る
自
主
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

※
出
展
団
体
は
実
行
委
員
と
し
て
も
活

動
、
出
展
は
企
画
内
容
を
実
行
委
員

会
で
検
討
し
て
決
定

▽
申
込
締
切
日　

４
月
17
日
㈮

※
詳
し
く
は
区
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
に
な
る
か

左
記
へ

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

環
境
課

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
２
８
４

子
育
て
・
教
育

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

子
供
を
預
け
た
い
方
（
依
頼
会
員
）

と
預
か
っ
て
く
だ
さ
る
方
（
提
供
会

員
）
を
登
録
し
、
依
頼
に
応
じ
て
提
供

会
員
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
活
動
終
了

後
、
依
頼
会
員
か
ら
提
供
会
員
に
謝
礼

と
実
費
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

▽
活
動
内
容　

保
育
施
設
・
習
い
事
へ

の
送
迎
、
提
供
会
員
宅
で
の
預
か
り

※
会
員
同
士
で
相
談
の
上
、
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
・
児
童
館
・
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
こ
ど
も
室
（
一
般
開

放
日
の
み
）
な
ど
の
児
童
関
係
施
設

を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
お
泊
り
サ
ポ
ー
ト
（
宿
泊
預
か
り)

も
行
っ
て
い
ま
す
（
利
用
条
件
あ
り
）。 

・
依
頼
会
員
入
会
説
明
会
（
予
約
制
）

▽
日
時　

３
月
１
日
㈰
午
前
９
時
45
分

～
11
時
30
分
、
４
月
15
日
㈬
午
前
９

時
30
分
～
10
時
30
分

　53回目となる今回は、区内の中学生から2,606編の応募があり、応募率は
91.3％と高く、全国的に見ても最高水準となりました。
　浅草・上野納税貯蓄組合連合会（浅草納連・上野納連）、東京納税貯蓄組
合総連合会（東総連）、東京国税局管内納税貯蓄組合連合会（東京国税局管
内納連）のほか、全国納税貯蓄組合連合会、浅草・東京上野税務署、台東都
税事務所等の審査により、次の方が入賞・入選しました（敬称略）。
※下記入賞・入選作に佳作を加えた「作文集」は区役所3階⑩番税務課でご

覧になれます。

上野納連管内の表彰
●東京国税局管内納連優秀賞、上野納
連特選
堀込つかさ（柏葉中3年）
服部大希（忍岡中3年）
●東総連会長賞、上野納連特選
遠藤千佳（上野中1年）
髙森大幹（忍岡中2年）　
●東京上野税務署長賞、上野納連入選　
山本沙和（御徒町台東中2年）
貝塚菫（上野中2年）
●台東区長賞、上野納連入選
山中しほり（上野中3年）
●台東都税事務所長賞、上野納連入選　
中村美裕（上野中2年）
●台東区教育委員会賞、上野納連入選　
大瀬戸優妃（忍岡中3年）
●上野納連入選
谷本咲和（御徒町台東中3年）　
五月女茉由（柏葉中3年）
植松小晴（柏葉中2年）
工藤優大（忍岡中2年）
鈴木まなつ（上野学園中1年）

問合せ 税務課税務係 TEL （5246）1101

中学生の「税についての作文」の
表彰式を行いました

第38回 台東区善行青少年表彰
表彰式を行いました

　区では、日頃からその行動が他の模範となると認められ
る青少年および団体を表彰しています。令和元年12月17
日に表彰式を行い、次の方々に褒状と記念品を贈りました。
※本事業は、平成30年度まで「台東区青少年をほめる運動」

として行っていた事業です。
▷氏名等　右表のとおり（敬称略）
▷問合せ　子育て・若者支援課 TEL （5246）1341

氏名・団体名 活動内容 推薦者
中村文彌

日本堤消防少年団に入団以来、積極的に活動に参加、皆勤を続けている。応急救護・
初期消火・通報・ロープワーク等の訓練を通じて地域の防火防災に貢献している。今
年度、少年団の隊長または副隊長に任命され、指導者からの信頼も厚く、団の牽引役
となっている。

日本堤消防署長　
中田浩靖

坂泰河
山本来樂

山室瑠優友
阪部こと美
吉田雅所 浅草消防少年団に入団以来、積極的に活動に参加し、高齢者施設の慰問、火災予防運

動等の区民への防火防災意識高揚の呼びかけを行い社会奉仕活動に努めてきた。今
年度は防災リーダーとして低学年団員を指導している。

浅草消防署長
阿部雅俊遠藤柊晴

村尾美音

木村友貴
上野消防少年団入団以来、防火防災に対する知識と技術を習得し、準指導者として積
極的に団員を指導するなどし、チーム力向上に貢献してきた。周囲からも頼られ、消
防少年団員として他の模範であり、かかせない存在である。 上野消防署長　

手塚徳
田中礼子

上野消防少年団入団以来、防火防災に対する知識と技術を習得し、防災フェアなど多
くの活動に積極的に参加し、地域防災意識の高揚に貢献している。今年度から副隊長
として、隊長を補佐し、団員の指導育成にも努めている。

長濱りん 西三筋町会防犯部の活動の一環である清掃活動に継続的に参加し、町の環境美化に
貢献している。また、一緒に参加している未就学児のリーダー的な役割をしている。

西三筋町会長
黒田好一

平原元気
児童館の学習支援活動を自ら提案をし、平成29年度から毎週水曜日に「スタディた
いム」を実施。小学生の学習サポートをしている。小学生の学習意欲向上につながり、
児童館の学習応援に貢献している。

社会福祉事業団
理事長　生沼正篤

中川千咲季 スズキジャパンカップ2019　第36回全日本総合エアロビック選手権大会東京都大会　
東京都知事賞（大会最優秀賞）

都立忍岡高等学校
校長　岡島まどか

浅草納連管内の表彰
●東京国税局長賞、浅草納連特選
細貝愛奈（白鷗高校附属中3年）
●東総連会長賞、浅草納連特選
三間楓子（白鷗高校附属中3年）
菊間葵（白鷗高校附属中1年）
●浅草税務署長賞、浅草納連入選
五十嵐雅人（浅草中1年）
森葉月（桜橋中2年）
●台東区長賞、浅草納連入選　
眞島愛実（駒形中1年）
●台東都税事務所長賞、浅草納連入選　
松尾香澄（白鷗高校附属中3年）
●台東区教育委員会賞、浅草納連入選　
山森今日佳（駒形中2年）
●浅草青色申告会会長賞、浅草納連入
選
生井敦也　（白鷗高校附属中3年）
●浅草納連入選
大坪足日（白鷗高校附属中3年）
内林佑斗（白鷗高校附属中2年）　
朝日勇登（白鷗高校附属中1年）　
柏琉雅（白鷗高校附属中1年）　

部 昼の部 夜の部
クラス 初級 中級 初級 中級
期間 5月～3年3月の火曜日（全40回）
時間 午後2時～4時 午後6時45分～8時45分
場所 松が谷福祉会館※変更になる場合があります

対象

区内在住か在勤･在学の16歳以上で、下記に該当し、
年間を通して受講できるな方
原則、手話経
験のない方

（手話講習会
入門コース受
講の方も可）

初級を修了か
同程度 （手話
経験1年以内） 
の技術を持つ
方

原則、手話経
験のない方

（手話講習会
入門コース受
講の方も可）

初級を修了か
同程度 （手話
経験1年以内）
の技術を持つ
方

定員（抽選） 40人 30人 40人 30人
費用 各3,000円程度 （テキスト代等）

申込方法
往復はがきに、住所･氏名（ふりがな）・性別・年齢・電
話番号・希望クラス・手話受講歴（カルチャースクール
等含）、在勤（学）の方は勤務先（学校）名・所在地・
電話番号を書いて、下記問合せ先へ

申込締切日  4月6日㈪（必着）

問合せ
〒110－8615　台東区役所
障害福祉課 「手話講習会」
担当（区役所2階⑩番）
TEL （5246）1058

〒110－0004　台東区下谷
1－2－11　台東区社会福祉
協議会台東ボランティア・
地域活動サポートセンター
TEL （3847）7065

※�昼の部と夜の部の同時申込はできません。受講者には4月下旬までに案
内を送付します。

※養成クラスの講習回数が30回から40回に増えました。

部 昼の部 夜の部 夜の部
クラス 上級 養成

期間 5月～3年3月の水曜日
（全40回）

4月下旬～3年3月の月曜日
（全40回）

時間 午後2時～4時 午後6時45分
～8時45分 午後6時45分～8時45分

場所 松が谷福祉会館※変更の場合あり

定員
各20人程度 15人程度

※いずれも選考試験合格者

費用 各6,000円程度
（テキスト代等）

選考試験
受験対象

区内在住か在勤 ･ 在学で、手
話講習会中級を修了か同程度
の技術を持ち、手話通訳者を
目指す方（台東区 ･ 他自治体
で上級を修了した方を除く）

区内在住か在勤･在学
で、手話講習会上級を
修了か同程度の技術を
持ち、受講後に手話通
訳者として区内で活動
できる方

選考試験
日時・場所

4月18日㈯午後1時
松が谷福祉会館

4月12日㈰午後1時
松が谷福祉会館

選考試験
内容

面接
※途中退室不可

手話表現･読み取り
※途中退出不可

申込方法 申請書（下記問合せ先へ請求）に記入し郵送か持参
※中級・上級を受講中の方は講習時に申請書を配布

申込期間 3月2日㈪～16日㈪

問合せ 〒110−8615　台東区役所障害福祉課「手話講習
会」担当（区役所2階⑩番） TEL （5246）1058

令和2年度　手話講習会 受講生募集
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【子供の安全・安心】子供の防犯ブザーの音が聞こえたら、現場に駆けつけたり、安全を確認していただくなど、区民の皆さんのご協力をお願いします。

　区では、患者と医療機関との信頼関係の構築を
お手伝いするため、患者の声相談窓口を開設して
います。
　医療に関する相談や、区内の診療所・歯科診療
所等に関する相談に対し、中立的な立場から助言
を行います。

こんなときにご相談ください
・医療のことでどこに相談したらよいか分からない
・医師や看護師など、医療機関従事者の対応が気に
なる

・治療についての説明がよく分からなかった
・自宅に近い医療機関を知りたい
※相談内容によっては、適切な担当部署をご案内し
ます。

相談前の注意事項
※医療機関とのトラブルは、まずは当事者間での
話し合いが原則です。

※医療行為における過失や因果関係の有無、責任
の所在の判断・決定はできません。

※医療機関との紛争の仲介や調停は行いません。
※医療機関の良し悪しの判断や評価はできません。

問
合
せ

台東保健所生活衛生課
医務薬事衛生担当
TEL（3847）9416

相談専用電話番号
TEL （3847）9415

▷受付日時　月～金曜日午前9
時～午後5時（土・日曜日・
祝日・年末年始を除く）

※月・水・金曜日は専任の相談
員（看護師）が対応します。

▷相談内容　区内の診療所、歯
科診療所、薬局などの医療機
関に係る相談

※相談は1人30分以内
※病院についての相談等は、東
京都の患者の声相談窓口

　 TEL（5320）4435へ

台東区患者の声相談窓口をご利用ください
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根岸
小学校

東京国立
博物館

上野地区
センター

国立西洋
美術館

旧東京
音楽学校
奏楽堂

防災広場
根岸の里

大正小学校

根岸図書館

明治通り

一葉桜・小松橋通り

雷門通り

春日通り

蔵前橋通り
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橋
場
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土
手
通
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国
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通
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国
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東泉
小学校 たなか多目的センター

たなかスポーツプラザ

北部区民事務所
清川分室

東浅草小学校
区立台東病院

千束小学校

雷門地区
センター

生涯学習
センター

富士小学校
北部区民事務所

一葉記念館

石浜橋場こども園
石浜図書館

産業研修
センター

浅草病院

台東リバーサイド
スポーツセンター

清川清掃車庫

玉姫公園
尾久橋通り

台東区役所台東区役所

大正小学校

御徒町
台東中学校 台東区中小企業

振興センター

鶯谷駅

東武浅草駅

浅草橋地区
センター

台東地区
センター

ぐるーり
めぐりん

南めぐりん

北めぐりん
（根岸回り）

東西めぐりん
鶯谷駅経由・日医大
回りルート

東西めぐりん
上野公園経由・
三崎坂往復ルート

書道
博物館
書道
博物館

新停留所

新停留所

新停留所

※詳しくは、区HPまたはバス停留所の掲示を
　ご覧になるか左記へお問合せください。

新ルート拡大図

問合せ 交通対策課 TEL（5246）1361

ルート・ダイヤが
変わります

東西めぐりんの台東区
循環バス

全日1周100分
20分間隔

― 変更点 ―
・上野駅公園口に停留所を設置し、
「上野公園経由・三崎坂往復ルー
ト」を当停留所経由に変更する。

・善光寺坂上と三段坂上に停留所
を設置のうえ、「鶯谷駅経由・
日医大回りルート」は両停留所
経由に、「上野公園経由・三崎
坂往復ルート」は三段坂上停留
所経由に変更する。

3月28日
㈯から

北めぐりん「浅草回り・根岸回り 」の
停留所「竜泉三丁目」が増設されます

増設停留所

東西めぐりん 停留所
全日1周100分20分間隔

上野公園経由・
三崎坂往復ルート

鶯谷駅経由・
日医大回りルート

1 台東区役所
2 上野駅入谷口
3 JR上野駅公園口

3-1 上野郵便局
4 東京国立博物館

5 旧東京音楽学校
奏楽堂 4-1 下谷二丁目（鶯谷駅南）

6 寛永寺
5-1 上野桜木

7 上野桜木会館
8 谷中清水町公園

6-1 谷中（旧吉田屋酒店前）9 旧吉田屋酒店
10 谷中霊園入口
11 三崎坂上
12 特養ホーム谷中入口
13 谷中銀座・よみせ通り
14 千駄木駅
15 谷中小学校

15-1日本医科大学付属病院下16 三崎坂上
17 谷中霊園入口 16-1根津駅前
18 旧吉田屋酒店 17-1善光寺坂上
19 三段坂上
20 池之端四丁目
21 鷗外旧居跡
22 上野動物園池之端門前
23 水上音楽堂前
24 京成上野駅
25 台東区役所
26 上野駅入谷口
27 北上野二丁目
28 松が谷
29 西浅草三丁目
30 つくばエクスプレス浅草駅
31 雷門通り
32 浅草駅
33 雷門前
34 都営浅草駅
35 浅草消防署
36 南部区民事務所
37 三筋二丁目（台東デザイナーズビレッジ）
38 小島社会教育館
39 新御徒町駅
40 永寿総合病院東

※既存の竜泉三丁目停留所は「吉原大門」へ名称変更します。



（9）　令和2（2020）年　2月20日 第1247号

【はがきでの申込みについて】●台東区役所と生涯学習センターのみ、郵便番号を記載すれば住所を省略できます。台東区役所は「〒110－8615」、生涯学習センター
（中央図書館ほか）は「〒111－8621」です。（例）〒110－8615　台東区役所○○課　●往復はがきでの申込みは返信表面に住所・氏名を書いてください。

広報

など催しものなど催しもの など催しもの
おわびと訂正

広報たいとう2月5日号9面の「ママオト
～親子で楽しむ音楽会2020～」の入場料
に誤りがありました。
お詫びして訂正します。

【誤】一般2,500円、3歳～小学生500円
【正】一般2,500円、3歳～小学生1,000円

問合せ 台東区芸術文化財団
ＴＥＬ（5828）7591

水害講話

日時 3月7日㈯午後2時～3時30分
場所谷中区民館　講師天達武史氏
問合せ 危機・災害対策課
TEL （5246）1092

防災フェア

日時 3月14日㈯・15日㈰午前10時～午後
4時（15日は3時まで）　場所 生涯学習セ
ンター　内容防災パネル・防災用品の展示、
VR体験車（14日のみ）　問合せ 危機・災
害対策課 TEL （5246）1094

子ども家庭支援センター事業　
「わくわくひろばＤＥぐんぐんタ
イム～子ども家庭支援センター
をのぞいてみよう～」

日時 3月14日㈯午前10時～午後4時
対象 0～3歳の子供と保護者※詳しくは、
区HPをご覧になるか下記問合せ先へ
場所・問合せ 台東子ども家庭支援センタ

ー TEL （3834）4577

第38回浅草流
や ぶ さ め

鏑馬

日時 4月18日㈯午後1時～2時30分（荒天
中止）※草

くさじし

鹿は隅田公園山谷堀広場で午前
11時45分～午後0時45分に実施　場所隅
田公園特設会場※会場内は混雑が予想され
るため、入場規制を行います。
・間近でご覧になれる観覧券（記念品付
き）を販売します　価格 1席3,000円

販売開始日 3月2日㈪　 販売場所 区役所9
階③番観光課、浅草文化観光センター
問合せ 観光課 TEL （5246）1447

江戸たいとう伝統工芸館
「出張！匠工房」

日程・実演者（業種）3月7日㈯・8日㈰藤
井直行（袋物）、14日㈯・15日㈰上川善
嗣（東京銀器）、20日㈷～22日㈰坂井智
雄（看板彫刻）、28日㈯・29日㈰伊藤睦
子（印章彫刻）　時間 午前11時～午後5時　
場所・問合せ 江戸たいとう伝統工芸館
TEL （3842）1990　問合せ 産業振興課
TEL （5246）1131

台東ファッションザッカマルシェ

日時 3月13日㈮～15
日㈰午前11時～午後6
時　 場所 浅草ライオ
ンビルディングスタジ
オ（台東区雷門2－11－10）　問合せ 産業
振興課 TEL （5246）1143

朝倉彫塑館から

●常設展示内特集「『墓守』110年 朝倉文
夫の苦悩」　期間 3月4日㈬まで
●バックヤードツアー（要申込）　日時 3
月4日㈬・11日㈬午前9時25分（10分程
度）　定員 若干名　 申込締切日 各開催日の
1週間前　
●建築ツアー（申込不要）　日時 3月4日㈬・
11日㈬午後2時（30分程度）
●ギャラリートーク（申込不要）　日時 3
月18日㈬午後2時（30分程度）

◆　以降、上記記事の共通項目　◆
開館時間 午前9時30分～午後4時30分（入
館は4時まで）　入館料 一般500円、小中
高生250円　休館日 月・木曜日（祝休日
の場合は翌日）※入館時は靴を脱ぎ、靴下
着用　 場所・申込み・問合せ 朝倉彫塑館
TEL （3821）4549

下町風俗資料館 開館時間延長
のお知らせ

期間 3月1日㈰～10月31日㈯

開館時間 午前9時30分～午後5時30分（入
館は5時まで）　入館料 一般300円、小中
高生100円　休館日 月曜日（祝休日の場
合は翌日）　問合せ 下町風俗資料館
TEL （3823）7451

日曜特別コンサート「声楽」

日時 3月29日㈰午後1時30分開場、2時開演　
出演佐々木美歌、松岡多恵、南あかり（藝
大大学院博士課程）ほか　曲目花（滝廉太
郎）、ふるさと（岡野貞一）ほか
入場料 500円※当日会場で午後1時30分か
ら販売※未就学児入場不可
場所・問合せ 旧東京音楽学校奏楽堂
TEL （3824）1988

一葉記念館 朗読サロン
「にごりえ」

日時 3月22日㈰午後1時30分（2時間程度）　
定員 60人（抽選）　出演津田千代子氏（朗
読家）　費用 1,000円（別途入館料が必要）　
申込方法 往復はがき（1人1枚）に催し名
・住所・氏

ふりがな

名・年齢・電話番号を書いて下
記問合せ先へ※複数名の記入、往復はがき
でないものは無効　 申込締切日 3月9日㈪

（必着）　 場所・問合せ 〒110－0012　台
東区竜泉3－18－4　一葉記念館
TEL （3873）0004

産業研修センターの催し

●ファッション・マーケティング講座　
「2020-21年・秋冬ニューヨークコレク
ション報告とニューヨーク、ヨーロッパの
グッズトレンド速報」　日時 3月27日㈮午
後6時30分～8時　対象 区内在住か在勤

（学）の方　定員 30人（抽選）　講師 布矢
千春氏（ファッションジャーナリスト）、  
鈴木雅子氏（ファッショングッズディレク
ター）　費用 1,000円（別途資料代300円
程度）　申込方法 講座名・住所・氏

ふりがな

名・年
代・電話番号、在勤（学）の方は勤務先

（学校）名・所在地をはがきかファックス
またはメール（kensyuusenta@jcom.ho
me.ne.jp）で右記問合せ先へ
申込締切日 3月19日㈭（必着）

●太極拳教室　 日時（全15回）4月11日～
8月22日の土曜日午後3時～5時　対象 16
歳以上の区内在住か在勤の方　定員 30人

（抽選）　費用 4,000円（15回分・初日に
支払）　申込方法 往復はがきに教室名・住
所・氏

ふりがな

名･年代･電話番号、在勤の方は勤
務先名・所在地を書いて下記問合せ先へ
申込締切日 3月24日㈫（必着）
●革工芸教室　 日時（全30回）4月16日～
令和3年2月4日の木曜日　対象 区内在住
か在勤の方　定員 30人（抽選）
費用 18,000円（30回分・初日に支払）
申込方法 往復はがきに教室名・住所・氏

ふりがな

名
･年代･電話番号、在勤の方は勤務先名・所
在地を書いて下記問合せ先へ
申込締切日 3月26日㈭（必着）

◆　以降、上記記事の共通項目　◆
場所・問合せ 〒111－0023　台東区橋場

1－36－2　産業研修センター
TEL （3872）6780
FAX（3871）9525

シニアライフ応援計画
企画のつくり方入門〜私のやっ
てみたいことを実現しよう〜

日時 3月29日㈰午後1時30分～4時
対象 おおむね50歳以上の区内在住か在勤
の方　定員 20人（抽選）　講師浦山絵里氏
申込方法 住所・氏名・電話番号を電話かは
がきで下記問合せ先へ　 申込締切日 3月13
日㈮（必着）
場所・問合せ 〒111－8621

生涯学習センター生涯学習課
TEL （5246）5821

リサイクル

●リサイクル活動室出前講座「ハンカチ・
バンダナを使った巾着づくり」　日時 3月
21日㈯午後2時～4時　場所清川区民館
定員 10人（先着順）　費用 200円（材料費）
申込み・問合せ 環境ふれあい館ひまわり
TEL （3866）8050
●リサイクル情報交換コーナー　環境ふれ
あい館ひまわりの3階リサイクル情報交換
コーナーでは、家具･電化製品などの「ゆ

クラブ名 対象 日時 内容 募集人数

わくわく国語ク
ラブ

小学3～
6年生

第2・4土曜日
午前9時30分
～11時30分

俳句・俳画作り、てん刻作り、朗読
等を通し、「話す」「聞く」「書く」「読
む」を楽しく学ぶ。

30人

中学生 20人

のびのび算数・
数学クラブ

小学4～
6年生

いろいろなパズルやゲーム等を通し
て楽しく学ぶ。数学検定への挑戦も
あり。

50人

中学生 30人

どきどき歴史・
文化探検隊

小学5年
～中学生

区内に残る歴史的文化遺産や史跡を
探検したり、伝統文化に触れたりし
ながら、郷土の歴史を学ぶ。

45人

台東科学クラブ
〈たんQ〉Aコース 小学4年

～中学生

第2・4土曜日
午後2時～4時

物理・化学・生物・地学等興味深いテー
マ別に、観察・実験を行う。 30人

台東科学クラブ
〈たんQ〉Bコース

第1・3土曜日
午後2時～4時

個人・グループでテーマを決めて、
観察・実験を行い、研究発表をする。 15人

なぜなぜクラブ 小学3～
6年生

第2・4水曜日
午後3時45分
～4時45分

身近な科学の疑問について、観察・
実験・おもしろ科学工作等を行う。 20人

自主学習支援事業
●台東区少年少女発明クラブ　クラブ員募集　木工・電気工作を通してものづくりへの
関心を高め、さまざまな作品を完成させます。　活動期間 4月18日㈯の開講式～令和3
年3月　コース名 ①土曜日コース　②日曜日コース　活動日時 ①第1・3土曜日午後2時
～4時　②第1・3日曜日午前10時～正午　対象区内在住か在学の4月現在で小学3年～
中学生　定員 各48人（抽選）　費用 3,000円（教材費・保険料）※施設見学等は実費　
申込方法 往復はがきにコース名・住所・氏名・電話番号・4月現在の学校名・学年・性別・
生年月日・2年4月18日現在の年齢・新規または継続の別・保護者氏名（要押印）を書
いて下記問合せ先へ
●知る・作る・学ぶ講座　クラブ員募集　 クラブ名等 下表のとおり　活動期間 4月25
日㈯開講式～令和3年3月　対象区内在住か在学で表中の「対象（2年4月現在）」に該
当する方　費用 800円～1,200円（教材費・傷害保険料）※施設見学等は実費
申込方法 往復はがきの往信裏面に希望のクラブ名・住所・氏名（ふりがな）・電話番号・
学校名・4月現在の学年・性別・生年月日・年齢・保護者氏名（要押印）、返信表面に住
所・氏名を書いて下記問合せ先へ（抽選）

◆　以降、上記記事の共通項目　◆
場所生涯学習センターほか　 申込締切日 3月27日㈮（必着）　問合せ 〒111－8621　
生涯学習センター生涯学習課 TEL （5246）5815

台東区ジュニアオーケストラ

●団員・初級教室生・養成教室生募集

●第37回ファミリーコンサート　日時 3月29日㈰午後１時開場、１時30分開演
場所 浅草公会堂　 入場整理券 入場整理券2月27日㈭より生涯学習センター１階受付

（第１・3・5月曜日休館）、区役所6階⑨番庶務課、区民事務所・同分室、各地区セン
ターで配布　曲目「弦楽セレナードハ長調作品48」より「第１楽章」（チャイコフス
キー）、組曲「惑星」より「火星」「金星」「水星」「木星」（ホルスト）ほか

団員 初級教室 養成教室

練習日時

毎週土曜日午後4時～6
時30分、第3日曜日午後
1時～5時※夏・冬・春
季休みに強化練習あり

毎週土曜日午後1時30分～3時30分
※夏・冬・春季休み中も練習有り
※初級教室は主に合奏の練習を、養成教室は個

人レッスンと合奏練習を行います。

練習場所 浅草小学校音楽室（コミュニティ側の出入口から2階へ）

対象
（2年4月1日

現在）

区内在住か在学の小学4
年～中学生で、演奏技
能のある方

区内在住か在学の小学3～6年生で、多少楽譜が
読め、楽器を弾ける方（団員を目指して練習をす
る教室です）

パート 弦・木管・金管・打楽器 弦（バイオリン・ビオラ・チェロ）、
コントラバス （初級教室のみ）

募集人数 若干名

オーディシ
ョン

4月4日㈯午後１時15分
集合、1時30分開始（課
題の演奏・面接）

4月11日㈯午後2時集合　
（養成教室終了後随時開
始）※保護者同伴

4月11日㈯ 午 後1時20分
集合、1時30分開始※保
護者同伴

自由曲の演奏（学校で演奏している曲等）・面接

申込方法 下記問合せ先へ電話するか、申込用紙（生涯学習センター5階生涯学習課、
区役所6階⑨番庶務課、区立小・中学校で配布）に記入し、郵送か持参

申込締切日 4月2日㈭（必着） ４月9日㈭（必着）

問合せ 〒111−8621　生涯学習センター生涯学習課
TEL （5246）5851
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ずります」｢ゆずってください｣ の情報を
パネルに掲示しています。
ゆずります　ハンドミキサー、いす2脚、
ひな人形（2段）、ハンガーラック
ゆずってください　軽アイゼン
※上記の情報は2月1日現在の内容です。
詳しくは、下記へお問合せください。
問合せ環境ふれあい館ひまわりリサイク
ルショップ TEL（3866）8361
●フリーマーケット出店者募集　日程①3
月15日㈰　②22日㈰　時間①午前9時～
午後4時　②午前8時～午後3時　場所花
川戸公園※車での来場不可、天候により中
止の場合あり　 出店数（予定）①30店
②20店　 出店料 ①2,000円※区民は会
HPから予約で1,500円　②1,500円
申込み・問合せ（土・日曜日・祝日を除く）

①リサイクル推進友の会（午前10時～午
後4時） TEL（3412）6857　②里彩く
るカエル倶楽部（午前10時～午後7時）
TEL 090（3068）3534
問合せ台東区清掃リサイクル課
TEL（5246）1291

～花の心プロジェクト～花とみ
どりの園芸講習会「春を彩るハ
ンギングバスケットを作ろう」

壁などに掛けて空中を花で飾る立体的な寄
せ植えを作ります。　日時4月11日㈯午
後１時30分　場所区役所10階会議室
対象区内在住か在勤の方　定員20人（抽
選）　講師樺澤智江氏（日本ハンギングバ
スケット協会本部講師）　費用3,000円
申込方法往復はがき（1人1枚）に催し名
・住所・氏名・年齢・電話番号を書いて下
記問合せ先へ（電子申請可）
申込締切日 3月23日㈪（必着）　問合せ環
境課 TEL（5246）1323

区民体育祭「ダンススポーツ」

日時3月22日㈰ 午後1時30分～5時30分
場所台東リバーサイドスポーツセンター
対象区内在住か在勤（学）の方※詳しくは、
大会要項（下記問合せ先で配布、区HPか
らダウンロード可）をご覧ください。
参加費 1人1,000円　申込方法当日台東区
ダンススポーツ連盟へ現地で申込み
問合せスポーツ振興課（生涯学習センター
5階、土・日曜日・祝日を除く午前9時～
午後5時） TEL（5246）5853

たなかクラブスポーツまつり

日時3月15日㈰午前10時～午後3時
場所たなかスポーツプラザ　種目グラウン
ドは子供体力測定、体育館はフラダンス・
空手・太極拳・ビーチボールほか、3階小
体育館は入門ピラティス、3階会議室は健
康度チェック　持ち物室内履き
問合せたなかクラブ（木曜日午後1時30
分～5時、金曜日午後6時～8時）
TEL（3875）2860
スポーツ振興課 TEL（5246）5853

清島温水プール水泳教室

●小学1・2年生のための泳力向上教室、
小学3年生からの泳力向上教室第1期　学
年、泳力別に分かれて行う、長期型の泳
力向上教室です。　 日程（全8回）4月4
日～5月23日の土曜日　時間Aクラスは午
後2時～3時、 Bクラスは3時～4時、Cク
ラスは4時30分～5時30分　対象A・Bク
ラスは小学1・2年生、Cクラスは小学3年
生以上　定員各30人（抽選）　費用8,500
円（8回分・保険料含む）※レッスン後の
利用は延長料金が必要　申込方法往復はが

き（1人1枚1クラス）に教室名・希望クラ
ス（A・B・C）・住所・氏名・電話番号・
泳力レベルを書いて下記問合せ先へ※往復
はがき返信後、来館手続きあり
申込締切日 3月17日㈫（必着）　講師野村
不動産ライフ＆スポーツ
場所・問合せ〒110－0015　台東区東上

野6－16－8　清島温水プール
TEL（3842）5353

図書館のこども室から

●浅草橋分室　春のおはなし会　日時3月
7日㈯①午前11時　②午後3時　場所浅草
橋区民館　対象①0〜3歳　②3歳〜小学
生※未就学児は保護者同伴　問合せ中央
図書館 TEL（5246）5911
●あかちゃんえほんタイム　日時3月23
日㈪午前11時～11時30分　対象区内在
住の平成30年9月23日～令和元年9月22
日生まれの子供と保護者　定員15組（先
着順）※子供1人につき1回まで
申込開始日 3月9日㈪※申込みは保護者

に限る。中央図書館では受付しません。
場所・申込み・問合せ すこやかとしょしつ

（台東保健所3階）
TEL（3847）3087

企画展「吉原細見の世界Ⅱ」専
門員によるギャラリー・トーク

専門員が実際の展示品を見ながら浮世絵を
読み解きます。　日時3月8日㈰午後4時15
分～4時45分　定員20人（先着順）
場所・申込み・問合せ中央図書館
TEL（5246）5911

文化の香りを下
げ た

駄履きで

内容 日程 場所・問合せ
ジャズ歌謡
コンサート

3月11日
㈬

老人福祉センター
TEL（3833）6541

情熱の社交
ダンスショ
ー

3月14日
㈯

入谷老人福祉館
TEL（3873）9036

大道芸祭り 3月18日
㈬

橋場老人福祉館
TEL（3876）2365

シャンソン
コンサート

3月26日
㈭

三筋老人福祉館
TEL（3866）2417

時間午後1時30分　対象区内在住の60歳
以上の方

老人福祉センターの催し

●介護予防教室　日程（各全10回）4～6月　
時間①②③午前10時～11時30分　④10時
～11時

教室名 曜日 場所

面白脳トレ（ゲーム、
文学などを通じて脳
トレ）

火 ①橋場老人
福祉館

水 ②老人福祉
センター

セラバンドで筋力アッ
プ（筋力やバランス
感覚を整える体操）

火 ③三筋老人
福祉館

お口元気度アップ（口
の健康度のチェックと
体操）

火 ④入谷老人
福祉館

対象区内在住のおおむね65歳以上の方　

定員各20人（抽選）　費用実費（教材費）　
必要な物本人確認できる物（老人福祉施
設使用登録証、健康保険証等）、84円切手
申込方法老人福祉センター、各老人福祉館
で配布する申込用紙に記入して提出
申込締切日 3月28日㈯
●ゆとり教養講座「ヘルスケア」
日時3月17日㈫午後1時30分～3時
場所老人福祉センター　対象区内在住の
60歳以上の方　講師（公財）骨粗鬆症財団、
㈱ニチイ学館

◆　以降、上記記事の共通項目　◆
問合せ老人福祉センター
TEL（3833）6541

講座・相談会講座・相談会講座・相談会などなどなど

3月のくらしに役立つ講座 

●40・50代からの生命保険との上手な付
き合い方～自分に必要な生命保険とは～
日時3月19日㈭午前10時30分～正午
講師NPO法人金融と証券を学習する会
●知っておきたい相続・遺言書のこと
日時3月23日㈪午後2時～3時30分
講師澤野芳夫氏（浅草公証役場公証人）
※手話通訳あり

◆　以降、上記記事の共通項目　◆
場所生涯学習センター　対象区内在住か在
勤（学）の方　定員各40人（先着順）
※託児あり（6か月以上の未就学児・各6
人程度）　申込方法住所・氏名・電話（ファッ
クス）番号、在勤（学）の方は勤務先（学
校）名・所在地、託児希望の方は子供の氏
名・年齢・性別を電話かファックスで下記
問合せ先へ（電子申請可）
託児の申込締切日各開催日の一週間前
問合せくらしの相談課
TEL（5246）1144
FAX（5246）1139

性の多様性と人権～SOGIの視
点から多様性を学ぶ～

日時3月19日㈭午後6時30分～8時
場所生涯学習センター　定員100人（先
着順）　講師屋成和昭氏（㈱アウト・ジャ
パン代表取締役）
問合せ人権・男女共同参画課
TEL（5246）1116
FAX（5246）1139
Eメール jinkenkyoudou@city.taito.to
kyo.jp

台東区地域猫講演会「地域猫活
動の未来を考える」

区では、平成17年度から
地域猫の取り組みを開始
し、平成27年から4年連
続で子猫の殺処分数0を達
成しました。先進自治体
である横浜市磯子区の事例をもとに、地域
猫活動の将来像や新たな課題等を解説しま

す。　日時3月14日㈯午後2時～4時30分　
場所台東保健所3階大会議室
定員 80人（先着順）　講師黒澤泰氏（〈公
財〉神奈川県動物愛護協会常務理事）
問合せ台東保健所生活衛生課
TEL（3847）9437

NPOのための個別相談

日程会計・税務は3月3日㈫、法律は12日
㈭、労務は17日㈫　時間午後2時～4時　
対象地域で活動する非営利団体　定員各2
組（先着順）　申込方法希望日・団体名・
参加者全員の氏名・電話番号を電話かファ
ックスまたはメールで下記問合せ先へ
申込締切日各開催日の1週間前
場所・問合せ台東区社会福祉協議会
TEL（5828）7012
FAX（3847）0190
Eメール taito-vc@jcom.home.ne.jp

無料建築相談室

日時3月5日㈭、4月9日㈭午後1時～4時　
場所・問合せ住宅課（区役所5階⑩番）
TEL（5246）1468

マンションのトラブル・管理・
修繕についての無料よろず相談
室（予約制）

日時3月19日㈭午後1時30分～4時15分　
対象区内のマンション所有者　定員6組

（先着順）　相談員弁護士か一級建築士
申込締切日 3月17日㈫
場所・申込み・問合せ住宅課（区役所5階⑩
番） TEL（5246）1468

在宅介護特別講座

日時 3月17日㈫午前9時30分～午後0時
30分（初級）、2時～5時（上級）　場所三
ノ輪福祉センター2階　対象在宅で介護を
しているまたは介護に関心のある方
定員各15人　講師元松敏彦氏
申込方法 事業団HPから申込書をダウン
ロードし、電話かファックスまたはメール
で下記問合せ先へ　 申込締切日 3月9日㈪　
問合せ台東区社会福祉事業団
TEL（5603）2228
FAX（5603）2230
Eメール taito-jinzai@bz04.plala.or.jp

〈3月〉
1日 　江戸流しびな（隅田公園吾妻橋付

近）
18日　浅草観音示現会・金龍の舞（浅草
寺）
3月20日～4月12日　うえの桜まつり（上
野公園）
中旬～４月上旬 　隅田公園桜まつり（隅

田公園）
28・29日 　桜橋花まつり（隅田公園山谷

堀広場）

催し名 日時 対象（保護者同伴） 定員 申込開始日 場所・申込み・問合せ

親子で体育遊び1・2・3！
3月16日㈪
①午前10時15分～11時
②11時15分～正午

区内在住の①1歳4
か月～2歳　②2歳
1か月～3歳の子供

各20組
(先着順)

2月27日
㈭

日本堤子ども家庭支援セン
ター「にこにこひろば」
TEL（5824）2535

ピーカブ―・リトミック
3月19日㈭
午前10時30分～11時15分、
11時30分～午後0時15分

区内在住の9か月
～3歳の子供

各25組
(先着順)

2月27日
㈭

台東子ども家庭支援セン
ター「わくわくひろば」
TEL（3834）4577

のびのびタイム
「春のお楽しみ会」

3月18日㈬
午前10時45分～11時30分

区内在住の3歳ま
での子供 なし なし

寿子ども家庭支援センター
「のびのびひろば」
TEL（3841）4631

パパの日　Saturday
～パパと思いっきり遊ぼう～

3月14日㈯
午後2時～2時30分

区内在住の3歳ま
での子供 なし なし

日本堤子ども家庭支援セン
ター谷中分室「ぽかぽかひ
ろば」 TEL（3824）5532

子ども家庭支援センターの催し
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富士通の中高年向けパソコン教室 
 

 

（８月末～９月初旬に新聞に折込みチラシが入ります） 

 

東京都台東区東上野３-１５-１４ ウエノエストビル6F・5F 

富士通オープンカレッジ上野校 ０３-５８１６-５１３８ 

3 月10日(火)～12日(木)教室説明＆体験会開催 
★Windows10パソコン・タブレット（iPad）新入生大募集★ 

の体験は随時行っております 
※ビジネスコース・キッズプログラミングの体験も出来ます（随時） 

「
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会
」

▽
日
時　

３
月
８
日
㈰

　

午
前
９
時
15
分
受
付

▽
場
所　

上
野
区
民
館

▽
問
合
せ　

上
野
地
区
健
康
推
進
委
員

リ
ー
ダ
ー 
大
桃

　

ＴＥＬ
（
３
８
２
２
）
３
０
９
３

　

台
東
保
健
所
保
健
サ
ー
ビ
ス
課

　

ＴＥＬ
（
３
８
４
７
）
９
４
９
７

●
東
京
大
空
襲
資
料
展
（
無
料
）

▽
日
時　

３
月
７
日
㈯
～
10
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
10
日
㈫
午
後
１
時
か
ら
、
東
京
大
空

襲
犠
牲
者
追
悼
碑
前
（
言
問
橋
際
）

で
追
悼
集
会
を
実
施

　

台
東
区
町
会
連
合
会
（
三
浦
敏
明
会

長
）
の
定
例
会
が
２
月
６
日
に
開
催
さ

れ
、
次
の
件
に
つ
い
て
区
役
所
の
担
当

課
か
ら
説
明
が
あ
り
、
協
力
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
歳
末
た
す
け
あ
い
・
地

域
福
祉
活
動
募
金
の
結
果
に
つ
い
て　

ほ
か
２
件催

し
も
の
な
ど

●
上
野
地
区
健
康
推
進
委
員
主
催

▽
場
所　

浅
草
公
会
堂
展
示
ホ
ー
ル

▽
問
合
せ　

東
京
大
空
襲
犠
牲
者
追
悼

　

・
記
念
資
料
展
実
行
委
員
会

　

ＴＥＬ
（
３
８
７
６
）
４
８
５
８

●
ね
ぎ
し
三
平
堂
堂
守
の
海
老
名
香
葉

子
氏
が
東
京
大
空
襲
の
惨
禍
を
後
世
に

伝
え
る
「
時
忘
れ
じ
の
集
い
」

▽
日
程　

３
月
９
日
㈪

▽
場
所
・
時
間　

第
１
会
場 

上
野
公

園
輪
王
殿
脇
・
午
後
１
時

　

第
２
会
場 

上
野
東
京
文
化
会
館（
小

ホ
ー
ル
・
定
員
有
）・
午
後
２
時
30

分
※
第
１
会
場
終
了
後
、
第
２
会
場
へ
移

動
（
ど
な
た
で
も
参
加
可
）

▽
内
容
等　

海
老
名
香
葉
子
氏
の
あ
い

さ
つ
、
台
東
初
音
幼
稚
園
園
児
・
根

岸
小
学
校
児
童
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
に
よ
る
合
唱

等
※
林
家
正
蔵
氏
・
三
平
氏
ほ
か
参
加
予

定
▽
問
合
せ　

時
忘
れ
じ
の
集
い

　

ＴＥＬ
（
３
８
７
３
）
０
７
６
０

●
第
40
回
台
東
区
民
の
た
め
の
や
さ
し

い
健
康
教
室
「
こ
れ
っ
て
認
知
症
？　

～
予
防
と
お
薬
に
つ
い
て
～
」

▽
日
時　

３
月
16
日
㈪
午
後
１
時
30
分

～
２
時
15
分

※
講
演
終
了
後
、
個
別
医
療
相
談
を
実

施
（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　

台
東
保
健
所
３
階
大
会
議
室

※
医
療
相
談
は
台
東
保
健
所
６
階

▽
講
師　

遠
藤
眞
実
氏
（
土
田
病
院
院

長
）

▽
問
合
せ　

下
谷
医
師
会

　

ＴＥＬ
（
３
８
３
１
）
０
０
７
７

●
遺
言
・
相
続
110
番
（
無
料
電
話
相
談

会
）

▽
日
時　

３
月
19
日
㈭
午
前
10
時
～
午

後
３
時

▽
問
合
せ　

第
一
東
京
弁
護
士
会
遺
言

セ
ン
タ
ー

　

ＴＥＬ
（
３
５
９
５
）
１
１
５
４

●
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
講
座
無
料
体
験
会

▽
日
時　

３
月
24
日
㈫

　

入
門
午
前
10
時
30
分
～
正
午

　

中
級
午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽
問
合
せ　

峰
村

　

ＴＥＬ
０
７
０
（
６
５
１
９
）
４
１
８
１

会  

員  

募  

集

●
ジ
ャ
ズ
・
ボ
ー
カ
ル
サ
ー
ク
ル
「
フ

ァ
ン
ノ
ー
ツ
」

▽
日
時
（
月
２
回
）　

火
・
木
曜
日

　

午
後
４
時
～
５
時

▽
場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か

▽
会
費　

１
回
２
千
500
円

▽
問
合
せ　

小
林

　

ＴＥＬ
０
９
０
（
４
３
７
７
）
６
３
４
４

●
長
唄
三
味
線
サ
ー
ク
ル
「
三
味
線
末

廣
会
」

▽
日
時　

第
２
・
４
木
曜
日
午
後
６
時

～
８
時
30
分

※
初
・
中
級
２
部
制

▽
場
所　

根
岸
社
会
教
育
館
ほ
か

▽
会
費　

月
額
４
千
円

▽
問
合
せ　

為た
め
な
が永

　

ＴＥＬ
０
８
０
（
１
０
７
１
）
８
０
０
４

●
着
付
け
「
つ
づ
れ
会
」

▽
日
時　

火
・
木
・
金
・
土
・
日
曜
日

午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分
、
１
時

30
分
～
３
時
、
３
時
30
分
～
５
時

▽
場
所　

東
上
野
区
民
館
ほ
か

▽
会
費　

月
額
１
千
円

▽
問
合
せ　

本
多

　

ＴＥＬ
０
９
０
（
４
６
１
５
）
５
４
４
７

●
確
定
申
告
書
の
提
出
は
お
早
め
に

　

令
和
元
年
分
所
得
税
及お

よ

び
復
興
特
別

所
得
税
・
贈
与
税
の
申
告
書
の
提
出
及お

よ

び
納
税
の
期
限
は
、
３
月
16
日
㈪
で
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
分
の
個
人
事
業
者
の

消
費
税
及お

よ

び
地
方
消
費
税
の
申
告
書
の

提
出
及お

よ

び
納
税
は
３
月
31
日
㈫
ま
で
で

す
。
申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成
し
て
、

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
の
提
出
後
に
、
納
付
書
や
納

税
通
知
等
に
よ
る
納
税
の
お
知
ら
せ

の
送
付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

・
申
告
書
作
成
会
場
は
「
上
野
合
同
庁

舎
２
階
（
東
京
上
野
税
務
署
）」
で
す

　

台
東
区
の
方
の
申
告
書
作
成
会
場
を

３
月
16
日
㈪
ま
で
、
上
野
合
同
庁
舎
２

階
（
東
京
上
野
税
務
署
）
に
開
設
し
ま

す
。
受
付
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４

時
（
提
出
は
５
時
ま
で
）
で
す
。
会
場

が
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
、
受
付
を
早

め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入

力
す
れ
ば
、税
額
な
ど
が
自
動
計
算（
税

制
改
正
に
対
応
し
た
計
算
機
能
）
さ
れ
、

申
告
書
等
を
作
成
で
き
ま
す
。
そ
の
ま

ま
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す
れ
ば
、
手
続

き
完
了
で
す
。

・
消
費
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

　

令
和
元
年
分
の
消
費
税
及お

よ

び
地
方
消

費
税
の
申
告
が
必
要
な
方
（
課
税
事
業

者
）
は
、
平
成
29
年
分
の
課
税
売
上
高

が
１
千
万
円
を
超
え
て
い
る
方
と
な
り
、

期
限
ま
で
に
申
告
書
の
提
出
と
納
税
が

必
要
で
す
。

・
郵
送
等
に
よ
る
書
類
の
送
付
先
に
ご

注
意
く
だ
さ
い

　

作
成
し
た
申
告
書
・
申
請
書
・
届
出

書
等
の
書
類
を
郵
送
で
提
出
す
る
場
合

は
、
左
記
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
送
付
先　

〒
110

−

８
６
５
５　

台
東

区
池
之
端
１

−

２

−

22　

上
野
合
同

庁
舎
「
税
務
署
事
務
処
理
セ
ン
タ

ー
」
宛

▽
問
合
せ　

東
京
上
野
税
務
署

　

ＴＥＬ
（
３
８
２
１
）
９
０
０
１
㈹

　

浅
草
税
務
署

　

ＴＥＬ
（
３
８
６
２
）
７
１
１
１
㈹

●
消
防
署
一
日
公
開
「
浅
草
消
防
署
に

お
い
で
よ
！
」

▽
日
時　

３
月
８
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

▽
内
容　

な
り
き
り
消
防
士
体
験
、
は

し
ご
車
搭
乗
体
験
（
抽
選
）、
消
防

車
両
見
学
・
乗
車
体
験 

ほ
か

▽
場
所
・
問
合
せ　

浅
草
消
防
署
（
駒

形
１

−

５

−

８
）

　

ＴＥＬ
（
３
８
４
７
）
０
１
１
９
㈹

　

こ
の
欄
の
掲
載
記
事
は
、
区
が
主
催
す
る
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
内
容

に
つ
い
て
は
、
当
事
者
間
で
責
任
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

台
東
区
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
広
報
た
い
と
う
」
に
も
掲
載
し
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
（
了
承
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
掲
載
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
）。
※�

掲
載
基
準
等
、
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽�
問
合
せ　

台
東
区
役
所
広
報
課

　

ＴＥＬ
（
５
２
４
６
）
１
０
２
１　

FAX
（
５
２
４
６
）
１
０
２
９

この下は広告欄です。内容については各広告主にお問合せください。

3月22～28日
●講演会シリーズ江戸から学ぶ 番外編「江戸
の音を観る 奥浅草編」（20分）	 B
●台東区立根岸幼稚園 創立130周年 記念式典
（14分）	 C
●旧作品　台東区児童館紹介（6分）	 午前9時54分
特別編成　3月28日　正午～午後7時
●台東区議会　令和2年 予算特別委員会 総括質問
3月29日～4月4日
●ふれあいコンサート おとあそび♪親子音楽
会（20分）	 B
●日本近代農畜産業の発展の軌跡～江戸から昭和へ　
激動の時代を生きた岩崎久彌とめぐる旅～（20分）	 C
※3月8日は午前7時台・9時台・午後6時台・9時台

3月1～7日
●こんにちは区長です（5分）	 Ａ
●ニュースたいとう（15分）	 午前9時5分
●第9回 台東区児童館合同発表会「下町こど
もステージ」（20分）	 B
●旧作品　見たい知りたい文化財「上野恩賜
公園の桜」（6分）	 C
●旧作品　見たい知りたい文化財 台東区の文
化財（歴史～暮らし編）（14分）	午前9時46分
3月8日～4月4日
●ニュースたいとう（20分）	 Ａ
①台東かわらばん～区の行事や地域活動
②お知らせ～区が行う催事予定や官公庁からのお知らせ
3月8～14日
●宮中雅楽の夕べ（40分）	 B
特別編成　3月13日　再3月14日　午後1時～午後5時
●台東区議会 令和2年 第１回定例会 一般質問
3月15～21日
●台東区の図書館 施設紹介（6分）	 B
●第2回 芸楽祭 殺陣ワークショップ（14分）
	 午前9時26分
●祝！全国大会 金賞 富士小学校 吹奏楽部
記念演奏会（20分）	 C

11ch3･4月の区役所制作番組案内

○放送時間のご案内　�A午前9時
B午前9時20分　C午前9時40分

《再放送》同じ日のそれぞれ午後1時台と
午後5時台と午後9時台

YouTube 台東区公式チャンネル▶︎

▷問合せ　広報課CATV担当 TEL（5246）1041

◇番組に対するご要望・ご感想を
お待ちしています。
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